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問９自由記載において、保健・福祉サービスや介護保険制度などの高齢者施策全般のほか、

今回の調査や札幌市の施策について寄せられたご意見（502 件）のうち一部を抜粋の上、掲

載している。 

なお、プライバシーに関する記述、特定個人や団体に対する好意的意見・批判・中傷等は、

その記載の一部を割愛し、また、明らかな誤字・判断しにくい文字・文章については、表現

を修正している場合がある。 

４．１ 「64 歳以下」の自由記載 

 ４．１．１ 保健・福祉サービス 

高齢者ばかりでなく、すべての世代に平等の福祉サービスを実施してほしい。高齢者で

もゆとりのある人々は福祉を受けれる範囲をせまくしたり、少しの工夫で、もっとより多

くの人々にサービスを受けれるようにできると思います。 

（男性、満 45～49 歳、中央区） 

心配なのは母が近い将来、認知症等になった場合まず何をしたらいいのかわからないの

で不安です。病院が嫌いな人なので、何度も検査に行ってほしいと頼んでも怒り出してし

まうので、全く前に進めません。こうゆう相談をして、協力してもらえるようなサービス

も知らないので、どうしていいのかわからないままです。福祉サービス等の幅広い充実が

必要なんだと思います。 （女性、満 45～49 歳、白石区）

４．１．２ 介護保険制度 

介護職員の人材不足の原因は業務に対して賃金が低いことと、働きにくい職場環境の悪

さが原因と考えられる。したがってそれらの改善が急務である。 

（女性、満 40～44 歳、東区） 

介護制度などを文書にて、通知してほしいです。５０才すぎた時がいいと思います。将

来（高齢者）に付いて、本人が家族が知人が考えると方向性をきめるので役に立つと思い、

早目に通知・お知らせ下さい。 

（男性、満 60～64 歳、手稲区） 

認知症対策・・・在宅介護には限界がある。公的機関の増は必須。今後年金受給年令が

上がる。支給額も下がる。普通に生活できる事が困難になる。どこまで、国・自治体が施

策を打てるか、市長、知事、議員の質が問われると思う。 

（男性、満 50～54 歳、西区） 

特養の増設を切に望みます。グループホームの経費は異常にかかるのを理解不足に思う。

空き待ちをしている家族は困り果ているのです。 

（男性、満 40～44 歳、白石区） 

４ 自由記載 
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介護や支援をうけなければならない、弱い立場の人が安心して過ごせる施設や福祉従事

者を充実させて欲しいです。そして必要となる金銭面も、国や道、市等行政でしっかり保

障できる予算を考えて欲しいです。また福祉施設に携る人たちの給与（介護者、保育士等）

を一般産業と同等にして下さい。でなければ、人手不足は解消されないと思います。 

（女性、満 40～44 歳、白石区） 

高齢者を対象としたサービスの充実が必要なことは理解しますが、自分たちの世代はと

もかく、子供たちへの負担が重くのしかかるようなことは避けてほしいです。 

（男性、満 40～44 歳、中央区） 

健康寿命を伸ばすためには食事と運動が重要だと感じています。介護認定を受ける前や

支援程度の高齢者を対象にして低価格で定期的に認知症予防と運動がセットでできる場

所が（カーブスのように３０分～１時間程度）身近にあると嬉しいです。高齢者特に家族

が少なかったり、一人暮らしでは作った料理が残る事が多く残り物の料理の工夫、食材の

応用、コンビニの商品に何かプラスしたりする料理教室、食事指導が定期的にあると良い

と感じています。 

（女性、満 60～64 歳、西区） 

４．１．３ 医療 

若年性アルツハイマーで入院中です。（主人）代理で記入しました。精神科の病院は、

医療費が高いので、保険料負担を安くして欲しいです。 

（男性、満 60～64 歳、豊平区） 

保健施設の不足（保健所）病院も地域に根ざした保健活動を行うべき。その為の支援を

行政が行うべきである（指導を含む）医療施設が行うことで、サービスの充実を図る。 

（男性、満 55～59 歳、手稲区） 

４．１．４ 高齢者の社会参加・生きがいづくり 

定年になった時まだ仕事ができるので仕事があるのかが心配です。定年になった時どう

か仕事があるかその時はお願いいたします。 

（男性、満 60～64 歳、中央区） 

高齢者交通事故が多い為、免許返納を促す為、公共交通機関、タクシー等の割引券、優

待券等を拡充する事で交通事故を無くす取組が必要。 

高齢者介護を減らす為、高齢者本人が外部の人達と触れ合事で、自分の存在価値、生き

がいを見つけ出し、メンタル強化する事で介護、認知症防止策を出来る環境づくりが必要

と思います。 （男性、満 45～49 歳、清田区） 
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４．１．５ 高齢者のすみよいまちづくり 

保険、福祉への取り組みついての希望ですが 

１ 高齢者の免許返納者に対しての公共機関利用優遇の充実を警察と連携希望。 

２ 空室となっている市営住宅を活用し高齢者に貸し出し高齢者住宅とし市及び区、民

生委員、消防局（消防団）、警察等で連携し巡回や訪問等の回数を増やし速やかに対応で

きる地域の作成も良いのではないでしょうか。 （男性、満 45～49 歳、東区） 

これから高齢者が多くなるので、よりよい介護や施設を増やしてほしい。※順番まちを

しないでも、すぐに入れる高齢者施設を作ってほしい （女性、満 40～44 歳、北区） 

４．１．６ 市の施策や行政の対応等 

高齢者の資産も含めた保健・福祉に関する負担の在り方、リバースモーゲージなどの活

用もとり入れるべき。高齢者は経済的弱者、社会的弱者という時代ではない。優遇され過

ぎていて、若年者とのバランスを欠いている。高齢者よりも子どもの医療、教育に財源を

回すべき。 （男性、満 50～54 歳、北区） 

今現在、介護・福祉に縁がなくあまり知らない。必要に応じて、調べられるよう情報の

ありかがわかると良いと思っている（ＨＰのわかりやすさ、調べやすさ） 

（女性、満 45～49 歳、豊平区） 

サービス事業やセンターに目を向けたり利用できている高齢者の割合は少ないように

思います。サービスの利用を出来ない該当しない層の高齢者の方々の現状を把握して生き

た支援をしていただけたらと思います。 

（女性、満 45～49 歳、南区） 

札幌市で受けられるサービスの内容がまったくわからないので広報などでしらせてい

ただけるとありがたく思います。 

（女性、満 50～54 歳、東区） 

税金の無駄使いをやめれば現状の控除税率でも、今以上の保健、福祉サービス等が出来

ると思います。まずは、国・道・市町村の無駄をなくしてほしい。 

（男性、満 40～44 歳、西区） 

高齢者にやさしい社会になって欲しいです。今まで、一生懸命働いてまた高齢者が、今

現在も苦しい生活をしているのも見ています。医療費０円など、安心してくらせる社会に

なって欲しいです。 

（女性、満 40～44 歳、北区） 
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４．１．７ 年金について 

国民年金のみの収入で生活できない老人がたくさんいるので不安（特にお金）のない老

後が送れるようにしてもらいたい。 （女性、満 55～59 歳、厚別区） 

国民年金の最低金額は低くすぎます。私は２１才から４０年払って２５年払った人と同

じなのが納得出来ません。多く払った人は加算され、増やすべきです。でも６５０００円

では１ヶ月生活出来ません。保健のお金、介護サービスのお金を取られたら食べていけま

せん。どうすれば良いのですか、お金のない人間は病院に行く事もできません。このアン

ケートが私の生活に役立つ日がくるとは思えません。もっと低辺の生活の人間を助ける街

作りをして下さい。 

（女性、満 55～59 歳、南区） 

４．１．８ その他 

若い世代と高齢世代が自然にふれ合ったり、会話出来るけして義務ではなく１つになれ

る弱い者が若い力によって救われるそういう時代があたりまえのように必要なのだと思

う 

（男性、満 50～54 歳、清田区） 

・生活保護の保護費を減らして、高齢者施策の費用に回すべきである。 

（男性、満 55～59 歳、北区） 

高齢者の車の事故が増えています。免許証を返上しても、困らない制度が充実していな

いと危険です。その為に若い人の命がおびやかされるのはおかしいです。 

（女性、満 45～49 歳、東区） 
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４．２ 「65 歳以上」の自由記載 

４．２．１ 保健・福祉サービス 

敬老優待乗車証の事ですが、現在の金額では、半年位しか持ちません。以前の様に全て

無料にするか、もう少し金額を増やす、又夫婦で利用の場合一方の余った分も使用可能に

して下さい。 

（女性、満 70～74 歳、南区） 

７１才に成り福祉の充実を感じる事が度々あります。若い頃は感じなかったのですが、

ありがたい札幌市と思っております。なる丈迷惑を掛けずに終焉を向かえたいものです。

宜しくお願い致します。 

（女性、満 70～74 歳、中央区） 

今、現在は老夫婦共に介護を必要としないので、何が介護に必要かが具体的にわかって

いない部分が多いけど、近い将来世話になると思うので保健、福祉サービスや介護、高齢

者対策を充分に充実させてほしいと願います。 

（女性、満 70～74 歳、東区） 

１．保健・福祉サービス等について困ったとき行政の窓口に相談すると対応が速く助か

っています。 （女性、満 75～79 歳、豊平区） 

私は６０才で主人に先立たてました。遺族年金と自身の国民年金で、生計を立てていま

す。このたびの臨時福祉給付金は特別ボーナスをいただいたような気持でとてもうれしく

思っています。ありがとうございました。 

（女性、満 65～69 歳、西区） 

特に弱者に関しては、手厚い相談と気の長い聞きとりを行い、当人に何が一番良い事か

伝え実行できる様手助けして、どんな形であり自立していると感じられる環境を育だてて

下さい。 

（男性、満 70～74 歳、白石区） 

保健、福祉施策についての事でこれ程のサービスがあるとは知りませんでした。知るす

べを知りたいです。 （女性、満 75～79 歳、中央区） 

これから超高齢時代に突入するのが目に見えている現状で、先々考えると不安です。自

分達が本当に介護制度を利用したい時に今ある制度が消えていると思うとぞっとします

何とかボランティアの力を借りてお金のかからない福祉サービスの充実を願います。 

（女性、満 65～69 歳、白石区） 

福祉、除雪について現在公営住宅に入居している場合個人で利用が出来ないので体力的

に無理な場合でも自分で除雪をしなければなりません。公営住宅に入居していても利用で

きるようにはならないのでしょうか。冬がくるたびなやみの種です。 
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（女性、満 70～74 歳、手稲区） 

私は以前民生委員をしておりました。その時に感じた事を少し書かせていただきます。

例えばお掃除のサービスについて、あの短い時間でサラッとしかも〝うわべ〟だけの掃除

のようにしか私には見えませんでした。その人が悪いと言うのではなく、そのような制度

が悪い、問題があるようにしか思われませんでした。どこまで人にやさしい福祉なのか疑

問です。皆様全員がもし自分の親だったら、又身内の人だったらと思い心のある福祉サー

ビスにつとめていただきたいと思います。 

（女性、満 65～69 歳、南区） 

・福祉、介護施設のＰＲ （男性、満 65～69 歳、手稲区） 

少ない年金生活です。公共交通を利用して、街に出て用事、買物等をしています。敬老

優待乗車証を購入していますが、追加分まで入れると、大きな負担になります。1 年間、

１万円以内で、定額制になると少しは楽になると思います。「高齢者を対象とした保健、

福祉サービス」の一覧表ですが、所在地、ＴＥＬ、内容など、具体的に書かれて、保存版

として配布出来ませんか。どこに行けば良いのか、サッパリ分かりません。 

（女性、満 70～74 歳、南区） 

福祉サービスの担当者がまだ１回も自宅訪問がありません。今後不安です。私は一人な

ので。 （男性、満 65～69 歳、厚別区） 

市の保健、福祉サービスは沢山あるようですが、果して１人ぐらしに実際になってしま

った時にどのように利用出来るのかが分かりません。ばくぜんとした不安がよぎる近況で

す。 （女性、満 70～74 歳、西区） 

色々な福祉サービスなどやっているようですが宣伝が足りないのでは。又、見やすい様

にカラー化、字を大きくしてほしい。 （女性、満 65～69 歳、東区） 

国がすべて自己責任で処理することを建前に政策を行っているため、市の保健福祉に対

する予算が極めて不足である。そのため、福祉施策（高齢者に対する）が不充分であって、

すべてを個人にまかせているような気がする。憲法に保障されている建前を見失い、資本

家、大企業の補充に力をつくしているので呆して市が考えているような保健、福祉、高令

者に対する施策の充実が極めて困難ではないかと思う 

（男性、満 90 歳以上、白石区） 

札幌市に住んでいる高令者世帯の聞き取調査をして、見過ごさないようにしてほしい。

独居老人、老々介護など声を上げることの出来ない人々に目を向けた福祉をしてほしい。 

（無回答、満 65～69 歳、東区） 
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・交通費助成について ７０才以上（？）から交通機関のパスが支給されると聞いてい

ますが、タクシーを利用する場合は助成がないのでしょうか。親が、９０才をこえていた

時、タクシーを利用することが多かったため、せめて３割でも、安く利用できればよかっ

たと思いました。 

・除雪について 現在間口の福祉除雪は、１人暮らしの場合あるようですが、そもそも

排雪するところがないような大雪になった時、排雪をしてもらえないものか…札幌は、大

都市にもかかわらず除排雪（生活道路の）は、遅れていると思う。個人の排雪サービスに

頼るのではなく、行政の仕事と思う。道路の排雪をしっかりしてもらえば、高令者も冬住

みやすい街になると思いますが…パートナーシップの一回だけでは、歩道に積み上げた車

道の雪で山になっています。（うちは、排雪サービスを頼んでいません） 

（女性、満 65～69 歳、厚別区） 

生活をして行く上で、安い物を安いお店へ買物に行く事は健康にも繋がると思う。もう

少し家にこもらず元気生活出来るためには敬老パスを拡大してほしい。老人がもう少し広

く集まったり楽しめる場所を多くしてほしい 

（女性、満 70～74 歳、手稲区） 

現在移動支援を利用させてもらってとても助かっております。今後も利用させていただ

きたいと思います。ありがとうございます。よろしくお願い申し上げます。 

（女性、満 65～69 歳、厚別区） 

高齢者になった今、娘夫婦と同居していますが、常に気になること、私がいずれ家族の

手に応えなくなった時のことや、家族、色々な福祉サービス、支援を受けても在宅では無

理な時が来た時には、すみやかに老人施設に入所出来るよう老人施設（入所施設）を増や

して（充実）ほしい。高齢者仲間と語り合う話題は上記のことです。 

（女性、満 75～79 歳、豊平区） 

・ひとり暮しの高齢者等の巡回相談事業をもっともっと、力を入れて考えて欲しい。で

もいつもご苦労さまです。私達も甘えずがんばります。 

（女性、満 80～84 歳、豊平区） 

特にありませんが、現状維持のままで、よろしいかと存じますが、如何でしょう。今後

とも高齢者サービスにつきまして、宜しくお願い申し上げます。 

（男性、満 80～84 歳、南区） 

道都札幌市に居住し、敬老優待施設等に感謝しつつ日常を送っています。札幌市の益々

の発展を祈念しています。 

（男性、満 85～89 歳、厚別区） 

高齢者の公共地下鉄、バス、電車について（無料） 

１．我家に９０才以上の年寄が二人いますが、足が不自由で車で（病院、買物等）移動

してます。公共乗車券は送られて来ても使いません。今は車の時代です。体の不自由な人

達の為に、タケシーチケット、ガソリン代に切替えてほしいと思います。（体の不自由な

人達とは）ショウガイ認定されてない人達。 

（男性、満 65～69 歳、北区） 
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希望する施設等に皆が利用できる様にして下さい。１１／１９土の新聞に敬老パス事業

をみなおすとのっていましたが、元気に出かける為（数おおく）もあまりさくげんしてほ

しくないです。 

（女性、満 65～69 歳、東区） 

４．２．２ 介護保険制度 

介護保険制度などで、お世話になっております。ありがとうございます。今後共よろし

くお願い致します。 

夫は、２７年１２月迄５年間位特養ホームでお世話になってました。要介護１で、３年、

４、５で２年でしたから大変でした。お部屋が無く、ショートステイからですので、年金

が減らされないうちは、何とかやってましたが、転倒回数も多くなると入院の回数も多く、

支出も多く、年金でホーム代を支払うと私の生活費は、僅かな貯えでつないでました次は、

自分ですが、遺族年金になり、税金ＭＳその他で支出があり、大変ですが、年金がありま

すので感謝しながら、頑張って見ます。８５才、今のところ、自分の事は、自分でやりま

すので子供から感謝されてます。 （女性、満 85～89 歳、中央区） 

・介護保険は夫婦共、一度も利用しておりません。そういう人の為に何かちょっとした

ごほうびがあっても良いのではと思います。１０年なにも利用しなければ１ヶ月分無料等、

敬パス無料、インフルエンザ無料等 

（女性、満 80～84 歳、中央区） 

初めて、夫の痴呆でとまどって居ます。ケアをうける程では無いと思っていますが、ど

う利用したら良いのか分らない。 （女性、満 65～69 歳、中央区） 

介護を要する時は施設、医療など必要に応じた対応を強く要望いたします。 

（男性、満 80～84 歳、厚別区） 

現在まで見聞きして思って来たこと、自分で動けなくなった場合（認知症などの場はな

お更のこと）特養ホームに入るのが一番安心であり、他の人にも迷惑をかけない―勿論自

宅介護を希む人もいるとは思いますし、それでなければ不適な人もいるでしょうが―現在

の政策は逆行してと思っています。私の母方の祖父母は特養ホームでお世話になり非常に

良かった。 （男性、満 70～74 歳、清田区） 

介護保険については、区に聞かなければ分からないのでなく、寝たきりにならない為に

予防も含めて、介護保険の有効な使い方をお知らせ願いたい。 

（男性、満 70～74 歳、中央区） 

・介護保険料を安くしてほしい（年金が少ないため） （男性、満 75～79 歳、南区） 

・国保保険料金の引下げ 

・介護保険料金の引下げ 

・福祉サービス・介護サービス等を充実させるためサービス項目を増すとお金か増加す

るこの負担を税で補うのではなく市職員等の給与削減等で補ってはどうか？ 
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（男性、満 65～69 歳、北区） 

介護施設の施設充実をお願いしたいです。子供達への負担が一番、不安な事です。親子

でも大変だと思うし、他人様の方が気持が楽です。自分の体が動かなくなったら施設でお

世話になりたいです。 （女性、満 65～69 歳、手稲区） 

現在、老々介護で一人の方の保護が行き届いている様に思います。老夫婦二人で暮らし

て行く者には、不均等ではないかと思われますが、如何なかと？考えて下さい。 

（男性、満 80～84 歳、清田区） 

・介護保険の認定する基準が高い。もう少し認定基準を下げてほしい。 

・介護保険料が高い。年金生活で保険料を支払いしなければならないので、安くしてほ

しい。 （女性、満 65～69 歳、豊平区） 

高齢者が多くなるにつけ、介護システムが細かに考えられていると思います。高齢者は、

あまり複雑だと理解出来ない事もあるので、区、ケアマネージャー等のその人に合った対

応をお願い致します。日々本当にご苦労様です。 

（女性、満 65～69 歳、手稲区） 

健康保険、介ゴ保険の金額が今年時に比べて高額と考える。高い負担でサービスの利益

を維持することに問題があるのではないか。 （男性、満 70～74 歳、中央区） 

私、今主人の介護しております。月 20 万はかかります。色々かかります（その他おむ

つ別です）市から申し又相談したら、安くなるのでしょうか？主人（要２です） 

（女性、満 65～69 歳、西区） 

本当に必要としている人のための福祉を行なってほしい。無駄な介護保険を使っていな

いのか精査してほしい。 （女性、満 90 歳以上、厚別区） 

主人は年金も無く仕事の収入もないのに、介護保険料を支払わなければなりません。妻

の収入で生活している中では無収入の人には介ご保険料等は支払わなくてもいいように、

健康保険料等は妻の収入から支払ってます。 

（女性、満 65～69 歳、清田区） 

配偶者と二人での生活ではとくにありませんが、細かいことになりますが、またわたし

個人のことではありませんが配偶者の年間収入（２８年度では４０９，７００）に対し、

保険料（５５，９１１）はなんとなく「高い」ような気がしております。高くないと言わ

れればそれまでですが…                （男性、満 85～89 歳、東区） 

収入に対して介護保険料が高いのでなかなか介護が必要になっても使えないと思いま

す。なるべくギリギリまで自分達でやろうとします。自己負担が別途かかるのは大変な事

だと感じます。いずれどんなにがんばっても頼る時が来るかも…長生はしたくないですね。

あまり迷惑はかけたくありません。寿命が来たとしても薬等でむりに延命させられるのは、

一番つらい事だと感じます。 

（女性、満 65～69 歳、白石区） 
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介護保険サービスの不担金を３割にすると言っているがそれでは死ねと云うのと同じ

ことだと思うもっと老人を大事にしてほしい。 （男性、満 80～84 歳、手稲区） 

介護保険料を払っている者としては介護サービスの内容を見直して、本当に必要な人に

必要なサービスをしてほしい。介護保険料の使われ方、年度毎の決算をもっと公にしてほ

しい。若い人の為にも公表してほしい。 

（女性、満 65～69 歳、北区） 

・特別養護老人ホームの増加。・９４才の母親（要介護４、別居）有り。施設に入れない

状況。 （男性、満 65～69 歳、西区） 

老人介護保険料を合計したらものすごい金額になると思うが、適正に使われているとは

いい難い。少し体が不自由で送迎付でおやつ食じお風呂付きで安価に過ごせる人がいる一

方で少し元気な為にそこに加われない人達がいます。もっと公平にならないものかと。 

（女性、満 75～79 歳、北区） 

私は６８才高齢者です。今の所健康で誰にも頼らず生活しています。義母とか叔母が障

害を持ち老人健康施設でお世話になりました。その当時は６ヵ月たつと次の身のふり方、

行く所を捜さなくてはならず大変でした。安心して世話して頂けるような施設制度がある

と良いと思います。（特別養護老人ホーム以外です） 

（女性、満 65～69 歳、中央区） 

４．２．３ 医療 

私は７３才になりますが、健保はほんの少し介保はまだ使用して居りません。近所で良

く話題になるのが医療費、介護費等ですが本人が負担しているのは、１割から３割位と思

われます。残りの９割から 7割は他人の力を借りる事になります。もう少し感謝の気持ち

を以って、余命、恨いなく何事も一生懸命です。 （男性、満 70～74 歳、北区） 

・病院代にお金がかかりすぎ 年２０万 

・兄弟、姉妹が多いので、交際費がかかる 結婚、そう式等 

・娘の障害年金が少ない。 

・介護保険の取りすぎ （男性、満 75～79 歳、東区） 

医療費の１／１０負担はとても助かります。 （女性、満 80～84 歳、南区） 

近くに総合病院があるとうれしい。区役所へ行くのに自家用車が利用出来なくなった場

合不便です。いろいろな窓口があってもなかなか利用できません。 

（女性、満 70～74 歳、清田区） 
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４．２．４ 高齢者の社会参加・生きがいづくり 

厚生年金が少ない為、食生活のみの市民が多い。収入が月平均不足して貯金は無い。サ

ービスは見直しを。高齢者の生活向上の為、仕事があれば生涯現役で働きたい。適材適所

の大型プロジェクトをして高齢者における一大産業都市の構築。 

（無回答、無回答、無回答） 

高齢者に福祉サービスは必要ですが、年齢にこだわらず元気な人には短い時間で良いの

で年寄りでも必要としてる所が有るので働いてもらう事、元気な人は沢山いますので自分

ではなかなか仕事をみつけれませんので、シルバー人材センターなど利用するなど。 

（女性、満 70～74 歳、中央区） 

健康な老人づくりの為に要望します。 

イ）市の施設を高齢者（６５才以上）に無料開放 

ロ）施設内容などを徹底周知 

ハ）敬老優待乗車証の無料化 

（男性、満 75～79 歳、中央区） 

髙齢者が気軽に集える場所がたくさんあると良いと思う。先のことは不安に思うが自分

の力ではなかなかできない。 

（女性、満 65～69 歳、中央区） 

４．２．５ 高齢者のすみよいまちづくり 

これからも雪道になり髙齢者の歩きやすい道に除雪等に市は心くばりして頂きたいと

思います。道などには市はいきとどいていない様に思います。気くばりがほしいです。 

（男性、満 70～74 歳、清田区） 

年間支給される福祉給付金等大変ありがたく思っております。これからも老人にやさし

い街作りをよろしくお願いします。 

（女性、満 65～69 歳、西区） 

全部の問に解答出来ず申し分けありません。現在のところ主人も私も医者にかかってい

なく、食後に飲まなければならぬ薬もありませんので健康で生活できていることに感謝い

たしています。冬になると寒くなり夏よりは歩くことも少なくなりますが…敬老乗車証も、

いたゞき感謝しながらバス、と地下鉄を利用して、地下歩行空間を歩く様にするといいの

だなあと思っています。 

（女性、満 75～79 歳、豊平区） 

１人暮しの生活が不安である。子供も週２日来てくれるが日々の生活、夜が心配です。

もっと高齢者が行くことが出来る場所が多くあれば良いと思う。町内では、老人会がある

が、行きづらいし、自宅からは遠くて、行けない。１度行ったが、最初の内はとても良く

会話して頂いたが１～２時間たつと皆様なかの良い人々と話しだし、少しさみしい気持に

なった。もっとちがう高齢者の集まれるような所があればいいのではないかと思います。 

（女性、満 80～84 歳、豊平区） 
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４．２．６ 市の施策や行政の対応等 

本当に一生懸命、真面目に頑張ってる母子家庭の人達や、又寝たきり老人の介護をして

いる人達（無収入）たくさんいます。老人は過去には日本を全力でささえて来た人達です。

年金も少なく、又無年金の人がたくさん居ます。 

トイレの水ながし２回に１度とか、風呂に入るのを週１、２度とか食費もつめて、やっ

とその日を暮らしている人がたくさんいます。おそらく役所の人はそんな人をほんの少し

しか知らないでしょう。いやあまり関心もない人が多いかも、もっと民生委員や地域包括

の人達にまかせず所員も、もっと積極的に見回りして欲しい。真じめな人が死んで行く事

のない政策に力を入れて下さい。もっと昔のように助け合いの機関も作って行って欲しい。 

（男性、満 80～84 歳、厚別区） 

同封の保健・福祉サービスの内容が重複している様に感じる、つまり小分けして市職員

の割り当てを増やすのではなく生の声によるサービスの窓口を汲意する様要望する。 

国は型から入る、つまり中央官庁は地方に下ろし指示する犬で内容は把握、チェックさ

れていない。金の使い方をもっと有意ギに使う様要望。 

組織サービスを簡略化し高齢者、利用者に分かりやすい形態をとってもらいたい。 

最期に国の施策で公共事業費は福祉に廻したれ流しを防ぎ高齢者に手厚い支援を。〈単

年度会計は廃止し繰越す会計制度に変更を要望する〉 

（男性、満 65～69 歳、豊平区） 

保健・福祉サービスについて 

１．高齢者の日常生活自立を支援する為、（生活自立を必要とする高齢者について）、行

政による有給の介護サポーターを増す。 

２．子どもの貧困をなくす為、子育て支援にもっと税金を使うべきだ 

以上 （男性、満 70～74 歳、西区） 

髙令者にお金を掛け過ぎる。もっと若い人、特に子供に資金を回すべきと考える。日本

を支えていく将来の大人へお金をかけるべき。 （女性、満 65～69 歳、北区） 

高齢者施策全体を１冊の冊子で提供して頂けるとサービスを受けるのに役立ので是非

お願いしたい。 （男性、満 70～74 歳、清田区） 

介護保険制度そのものや、札幌市の保健・福祉サービスの施策実熊（各種事業の内容・

運用手順等）について、私は何も知りません。毎年数多くの人が高齢者の仲間入りします。

高齢者となった身として、札幌市の高齢者施策は非常に気になります。施策の事業内容や

運用手順（受付・申込み～利用・場所、費用）等がわかる説明用小冊子準備・配布等の対

策をお願いしたい。 （男性、満 65～69 歳、厚別区） 

緊縮財政の中で大変でしょうが頑張って下さい。理想を言えば冬季対策（除雪）、自転

道の整備、買物バス、巡回店ポバス（タクシー）など自立支援のためのインフラの整備を

お願いします。 （男性、満 65～69 歳、南区） 
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１）札幌市は多雪地区であり、除雪体制の強化を望む。市道は除雪回数を（歩道を含む）

増して欲しい。（団地での市道を含む） 

２）空家対策を強化されたい。当該団地（２８戸構成）で２戸が空家あり町内会運営上

に問題があります。 

◎３）耐震診断申込んであるが、多数申込で遅れるとの文書を頂いたが、どうなってい

るか大変不満である 

（男性、満 80～84 歳、豊平区） 

要望はあれど書いたからと言って聞いてくれる分けでなし年金生活でも夫は市民税を

とられているけどこれは変です。２５０万なのに 

（女性、満 75～79 歳、豊平区） 

市、国の関連施設、市会議員など削減し年寄りがこの国をつくり上げたのですから、今

後は福祉施設サービス、保育所等を増大してほしい。 

施設に２４万位支払い、二重生活で困ってます 

市長さん関係者の方々 

（年寄り 子供（中学三年まで）｝せめて無料となりませんか 

日本の中でもこの様な地域が多くあるので老人、子供は早くこの世から消滅してほしい

のですか？市長さん！ （男性、満 75～79 歳、西区） 

保険福祉の各窓口が係毎で温度差があり過ぎる改めて欲しい（問切形、一方的、要望等

の中断等々）親切に応答してくれる係員も居るがごくまれである。 

（男性、満 80～84 歳、北区） 

答えづらい説問が多く、誰にむけてのアンケートかわからない。何を参考にしたいのか、

札幌市がどのようにしたいのかが見えてこない。 

（女性、満 90 歳以上、東区） 

保険福祉サービスが色々ある様だがどこにあるのやら電話番号が解らない公報にでも

少し掲載して欲しい 

昨年２月滑って転んで大腿骨骨折。二度手術をやり直し目下室内杖をついて歩くのがせ

いいっぱい、解答は直った時を考えて解答してある 

（男性、満 80～84 歳、北区） 

私達は共に６９歳になる夫婦２人暮らしです。主人は５０歳目前にして脳梗塞になり、

今まで２度、３度と入院しており、最近は歩くのが大変です。市の相談窓口には行きたい

と思いますが、本人が拒否していますので、何とか家で見ています。ただ、病院への通院

が大変で最近はタクシーが多く大変です。市はさまざまな保健福祉サービスがあるようで

すが、その中に歩く指導等をしている所があると助かるのですが、たとえば子供達が学校

に行って使っていない時間帯の児童会館とか、そういう場があればとても助かります。ま

ったく歩けなくなる前に何とかしたいと思います。歩けなくなるという事は終りという事

です。 （無回答、無回答、無回答） 
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４．２．７ 年金について 

昔と比べ、あまりにも年金額が少なく思います。（特に公務員） 

昔の年金制度が腐敗していたとしても、真面目に働いていた人が何年か後に考えられな

いくらい少ない年金額！どうなんでしょうか！すべて行政（政府）のせいですよね！団塊

世代はどうやってこれから生活していったらいいんでしょうか！ 

※特に介護保険料が高すぎ、今後は選択制にしたらいいと思います！ 

（男性、満 65～69 歳、南区） 

私は４０才で夫と別居、以後子供２人と生活してきました。４７才の時離婚して、夫と

くらした２０年の年月も何も私に無い事がわかりました。４０才から働いて、私の年金年

数が１８年でした。２年目は国民年金をかけて、合せて２０年になると思ったら、国民年

金の２年間は何も合算されなく、何のための苦しみながらかけたのか今でも考へます。今

の人達は別れても、少し年金が妻の方にもらへる様になり、良かったと思います。 

（女性、満 75～79 歳、白石区） 

４．２．８ その他 

本人は認知症のため担当マネージャーが本人にお話し伺い記入しました。ほとんどわか

らないでした。 （女性、満 75～79 歳、西区） 

高齢社会に関する意識調査に対応し、今の自分を考える時が与えられ感謝でした。 

（男性、満 80～84 歳、北区） 

要望、意見は極力抑制する。（きりがないので）できることはすべて自分でする。（エゴ

ではなくフリーダムが大切）他人に頼ることもあるかもしれないが、極力自分でものごと

を考える。 

保健や福祉サービスはあってもいいが、なるべく頼らない。サービスや制度はどうある

べきかわからないことも多いですが、それらの対象については、自分自身も勉強する。 

（男性、満 65～69 歳、中央区） 

物価が高いのに年金額が下がるのは、生活保護者が増えるのではないでしょうか 

（女性、満 70～74 歳、西区） 

何せ生活費、健康等近い将来不安である。 （男性、満 75～79 歳、豊平区） 

社会保障制度は人の善意に基づくもので、ある程度は仕方がないと思うが、基準の問題

が執行者の問題か判らないが、制度を悪用している人のことを見聞きするのは嘆わしい。 

超高令化に伴い限りある財政の中、先が不安であるが高令者自身も日常に気を配り、行

政にあまり頼らない生活をしなければならない時代が来ると覚悟しています。 

（男性、満 80～84 歳、東区） 
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常々考えていることは、生活保護の方の医療費は低所得者と同じに１割負担で良いと思

います。病院は無料なので心配なく医療受けれるのは良しとしても収入は低所得者より多

くの場合アリ。それとも月に何回とか規制するとかしないと生保の方は医療は恵まれすぎ

ではないでしょうか。負担している方は支払も考えて病院行きます。収入は大した変わら

ない。生保の方も大変な方も多いでしょうがやっぱり負担なしではダメですヨネ、私自身

なるべく介護保険のお世話にならない様生活してます。 

（女性、満 70～74 歳、白石区） 

現代より子供、孫の時代を心配しています。気象変化、外国貿易、外交など冬期オリン

ピックもいいのですがなるだけ新しい建造物を作らず将来の負の遺産にならない様にと

思います。 

（男性、満 70～74 歳、北区） 

今のところ健康で真剣に福祉サービス等、考えたことが少ない。何か困ることが生じる

とあわてて、走り廻り勉強するんでは？と思ってる。健康はありがたいことです。 

（無回答、無回答、無回答） 

どの様にこの意識調査が反映されるか解りませんが低い者の声を取り上げて欲しいと

思います。いろいろな施設も作っていただいている事が解りました。仲々人々の集まる所

にスムーズに入って行けない性格で行動範囲を狭くしています。介護から少しでも遠のく

様に努力しているつもりです。独身子供に世話になり乍らの７０代です。 

（女性、満 70～74 歳、東区） 





５ 調 査 票





1
 

高
齢
社
会
に
関
す
る
意
識
調
査

札
 
幌
 
市
 

１
．
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
平
成
２
８
年
１
１
月
１
日
現
在
の
状
況
で
お
答
え
く
だ
さ
い
。
 

２
．
ご
使
用
い
た
だ
く
筆
記
用
具
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
 

３
．
回
答
は
特
段
の
指
定
が
な
い
限
り
、
ご
本
人
（
封
筒
の
あ
て
名
）
に
つ
い
て
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
質
問
文
の
中
の
「
あ
な
た
」
と
は
、
封
筒
の
あ
て
名
の
方
を
指
し
て
い
ま
す
。
 

４
．
ご
本
人
が
ご
記
入
で
き
な
い
場
合
は
、
ご
本
人
の
意
思
を
ご
確
認
の
上
ご
家
族
等
が
代
わ
り

に
記
入
す
る
な
ど
、
可
能
な
範
囲
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
 

５
．
質
問
に
よ
っ
て
は
、
ご
回
答
い
た
だ
く
方
が
限
ら
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、
 

矢
印
（
→
）
や
、
こ
と
わ
り
書
き
に
従
っ
て
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
 

６
．
ご
回
答
は
、
当
て
は
ま
る
番
号
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。「
そ
の
他
」
に
○
を
つ
け
ら
れ

た
場
合
は
、
そ
の
内
容
を
で
き
る
だ
け
具
体
的
に
（
 
）
内
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
 

 
な
お
、
回
答
方
法
に
こ
と
わ
り
書
き
が
あ
る
質
問
は
、
こ
と
わ
り
書
き
に
従
っ
て
ご
記
入
く

だ
さ
い
。
 

７
．
答
え
に
く
い
質
問
、
答
え
た
く
な
い
質
問
に
つ
い
て
は
、
記
入
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

答
え
ら
れ
る
範
囲
で
お
答
え
く
だ
さ
い
。
  

８
．
ご
記
入
が
お
済
み
に
な
り
ま
し
た
ら
、
調
査
票
を
同
封
の
返
信
用
封
筒
に
入
れ
て
、
 

平
成
２
８
年
１
１
月
２
５
日
（
金
）
ま
で
に
ご
投
函
く
だ
さ
い
。
 

（
切
手
は
不
要
で
す
。
ま
た
、
返
信
用
封
筒
に
差
出
人
氏
名
を
記
入
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

【
 
調
査

に
関

す
る
お

問
い

合
わ

せ
に
つ

い
て

 
】

 

札
幌

市
 
保
健

福
祉

局
 高

齢
保

健
福

祉
部

 
介
護

保
険

課
 

TE
L 

０
１

１
－

２
１

１
－
２

５
４

７
 

【
ご

記
入

に
あ

た
っ

て
の

お
願

い
】

2
 

１
 
基
本
的
事
項
に
つ
い
て
 

問
１

-
１

 あ
な
た
の
性
別
に
つ
い
て
、
あ
て
は
ま
る
も
の
に
○

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
 

 
１
．

男
性
 

２
．
女
性
 

問
１

-
２
 
あ

な
た
の
現
在
の
年
齢
に
つ
い
て
、
あ
て
は
ま
る
も
の
１
つ
に
○

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
 

 
１
．

満
40
～
44

歳
 

 
２
．

満
45
～
49

歳
 

 
３
．

満
50
～
54

歳
 

４
．

満
5
5
～
59

歳
 

５
．
満

6
0
～
64

歳
 

６
．
満

6
5
～
69

歳
 

７
．
満

7
0
～
74

歳
 

８
．
満

7
5
～
79

歳
 

９
．
満

8
0
～
84

歳
 

1
0．

満
8
5
～
89

歳
 

1
1．

満
9
0
歳
以
上
 

問
１

-
３

 あ
な
た
が
お
住
ま
い
の
区
に
つ
い
て
、
あ
て
は
ま
る
も
の
１
つ
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。 

１
．

中
央

区
 

２
．

北
区

 

３
．

東
区

 

４
．

白
石

区
 

５
．

厚
別

区
 

６
．

豊
平

区

７
．

清
田

区
 

８
．

南
区

 

９
．

西
区

 

1
0
．

手
稲

区
 

1
1
．

札
幌

市
以

外

問
１

-
４
 
あ

な
た
は
現
在
、
ど
こ
で
生
活
を
し
て
い
ま
す
か
。
あ
て
は
ま
る
も
の
１
つ
に
○
を
つ
け

て
く

だ
さ
い
。
 

 
１
．

自
分
ま
た
は
家
族
の
持
ち
家
（
一
戸
建
）
 

 

 
２
．

自
分
ま
た
は
家
族
の
持
ち
家
（
マ
ン
シ
ョ
ン
）
 

 
 

 
 

 
３
．

民
間
の
借
家
（
一
戸
建
）
 

 
４
．

民
間
の
借
家
（
マ
ン
シ
ョ
ン
、
ア
パ
ー
ト
）
 

 
５
．

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅

※
１
な
ど
の
高
齢
者
向
け
住
宅

 
６
．

道
営
・
市
営
住
宅
、
公
団
住
宅
 

 
７
．

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
 

 
８
．

軽
費
老
人
ホ
ー
ム

※
２
（
ケ
ア
ハ
ウ
ス
な
ど
）、

有
料
老
人
ホ
ー
ム
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
 

 
９
．

そ
の
他
（
具
体
的
に
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

）

 
1
0．

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設

※
３
に
入
所
中
 

 

※
１
「
サ

ー
ビ

ス
付
き
高
齢
者

向
け
住
宅
」
と
は
、
安
否
確

認
や
生

活
相

談
サ
ー
ビ
ス
な

ど
、
高

齢
者

を
支
援

す
る
サ
ー
ビ
ス

を
提

供
す
る
バ
リ

ア
フ
リ
ー
構
造

の
住

宅
で
す

。
 

※
２
「
軽

費
老

人
ホ
ー
ム
」
と

は
、
自
立
し
た
日
常
生

活
を

営
む
こ

と
に

不
安
の
あ
る
、
家
族
の

援
助

を
受
け

る
こ
と
が
困
難

な
方

が
入
所
す
る

施
設
で
す
。
ケ

ア
ハ

ウ
ス
、

Ａ
型

、
Ｂ
型
の
３
種

類
が

あ
り
ま
す
。
 

※
３
 「

施
設

」
に
は
、
老
人
保
健

施
設
や
病
院
を

含
み

ま
す
。
 

問
７
-
１
（
2
3
ペ
ー
ジ
）
 

に
進
ん
で
く
だ
さ
い
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3
 

問
１
-
５
 
あ

な
た
の
就
労
状
況

に
つ
い

て
お

聞
き

し
ま
す

。
 

(
1
)
 
現
在
、
収
入
の
あ

る
仕

事
を

し
て

い
ま
す

か
。

あ
て

は
ま
る

も
の

に
○
を
つ

け
て
く

だ
さ

い
。

 

 
１
．
仕

事
を
し
て
い
る

 
２

．
仕
事

を
し

て
い

な
い

 

(
2
)
 「

１
．
仕

事
を

し
て

い
る

」
と

回
答

し
た

方
に

う
か

が
い

ま
す

。
雇

用
形

態
に

つ
い

て
、

あ

て
は

ま
る
も

の
１
つ

に
○

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。
 

 
１
．
正

社
員
・
正
職
員

 

 
２
．
契

約
社
員
・
嘱
託

 

 
３
．
パ

ー
ト
・
ア
ル
バ

イ
ト
 

 
４
．
派

遣
社
員
 
 

５
．

自
営

業
 

６
．

会
社

・
団
体
の

役
員
 

７
．

そ
の

他
 

（
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

問
1
-5

以
降
は
、
問

1-
4
で
「
１
．
」
～
「

９
．
」
と
回
答
し
た
方

の
み

お
答
え
く
だ
さ
い

。
 

4
 

２
 
世
帯
の
状
況
・
住
ま
い
に
つ
い
て
 

問
２

-
１
 
す

べ
て
の
方
に
お
聞
き
し
ま
す
。
あ
な
た
と
同
居
し
て
い
る
家
族
は
い
ま
す
か
。
あ
て
は

ま
る

も
の

１
つ

に
○

を
つ

け
、
同

居
者
が

い
る
場

合
は

、
 

 
 

に
人

数
も

ご
記

入
く

だ
さ

い
。

な
お
、

二
世

帯
住

宅
に

お
住

ま
い

の
方

も
含

め
て

数
え

て
く

だ
さ
い

。
 

 
１
．

い
な
い
（
ひ
と
り
暮
ら
し
）
 

 
２
．

あ
な
た
を
含
め
て
 

 
 

 
 

 
人
家
族
 

(
1
)
 
あ

な
た

と
同

居
し

て
い

る
方

は
ど

な
た
で

す
か
。
あ

て
は

ま
る

も
の

す
べ
て

に
○

を
つ

け
て

く
だ

さ
い
。
 

 
１

．
配
偶
者
（
夫
ま
た
は
妻
）
 

５
．
親
ま
た
は
配
偶
者
の
親
 

 
２

．
息
子
 
 

 
 

 
 
 

 
 

６
．
孫
 

３
．
娘
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

７
．
兄
弟
・
姉
妹
 

４
．
子
の
配
偶
者
 

 
 
 

 
 

８
．
そ
の
他
（
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

）
 

(
2
)
 
「
１

．
い
な
い
（
ひ
と
り
暮
ら
し
）
」
と
回
答
し
た
方
に
う
か
が
い
ま
す
。
 

①
 
ひ

と
り

暮
ら

し
に
な
っ

て
か

ら
ど

の
く

ら
い

で
す

か
。
あ

て
は

ま
る
も

の
１

つ
に

○
を

つ

け
て

く
だ

さ
い
。

 

１
．
１
年
未
満
 

２
．
１
～
３
年
未
満
 

３
．
３
～
５
年
未
満
 

４
．
５
～
10

年
未
満
 

５
．
10
～
20

年
未
満
 

６
．
20
～
30

年
未
満
 

７
．
3
0
年
以
上
 

②
 
近

く
に

家
族
（

親
、
子

、
兄

弟
姉

妹
、
孫

の
い
ず

れ
か

）
は

住
ん
で

い
ま
す

か
。

あ
て

は

ま
る

も
の
１

つ
に
○

を
つ
け

て
く

だ
さ

い
。
 

１
．
近
く
（
5
0
0ｍ

以
内
）
に
住
ん
で
い
る
 
 

２
．
近
く
（
5
0
0ｍ

以
内
）
で
は
な
い
が
、
市
内
に
住
ん
で
い
る
 

３
．
市
外
に
住
ん
で
い
る
 

４
．
家
族
は
い
な
い
 

問
２

-
２
 
す

べ
て
の
方
に
お
聞
き
し
ま
す
。
現
在
の
お
住
ま
い
に
ど
の
程
度
満
足
し
て
い
ま
す
か
。

あ
て
は

ま
る
も
の
１
つ
に
○

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
 

 
１
．

満
足
し
て
い
る
 

 
２
．

ま
あ
満
足
し
て
い
る
 

３
．
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
 

４
．
や
や
不
満
で
あ
る

５
．
不
満
で
あ
る
 

６
．
わ
か
ら
な
い
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5
 

問
２
-
３
 
あ

な
た
は
、
今
後
も

現
在
お

住
ま

い
の

地
域
に

住
み

続
け

た
い
と

思
い

ま
す

か
。
あ
て
は

ま
る
も
の
１
つ
に
○
を
つ

け
て

く
だ

さ
い
。

 

 
１
．
住

み
続
け
た
い
 

 
２
．
住

み
続
け
た
い
と

は
思
わ

な
い

 

３
．
ど

ち
ら
と

も
い

え
な

い
 

 
４

．
わ

か
ら
な

い
 
 

問
２
-
４
 
あ

な
た
は
、
札
幌
市

に
は
、

高
齢

者
が

住
み
慣

れ
た

地
域

で
暮
ら

し
続

け
る

た
め
の

生
活

環
境
が
整
っ

て
い

る
と

思
い

ま
す
か

。
あ
て
は
ま
る
も
の
１
つ
に
○

を
つ

け
て

く
だ

さ
い
。

 

 
１
．
そ

う
思
う
 
 
 

 
 
３

．
ど

ち
ら

と
も
い

え
な

い
 
 
 
 
５
．

そ
う

思
わ

な
い
 

 
２
．
ま

あ
そ
う
思
う
 

 
 
４

．
あ

ま
り

そ
う
思

わ
な

い
 
 
 
 
６
．

わ
か

ら
な

い
 

問
２
-
５

今
後
の
住
ま
い
に

対
す

る
考

え
方

に
つ

い
て
う

か
が

い
ま

す
。
 

(
1
)
 
あ

な
た

は
、
仮

に
ひ

と
り

暮
ら

し
に

な
っ

た
り

、
身

体
が

弱
く

な
っ

た
り

、
日

常
生

活
を

お

く
る

上
で
判

断
力
が

不
十

分
に

な
っ

た
場

合
、
ど

こ
で

生
活

し
た

い
で

す
か

。
あ
て
は
ま
る
も

の
１
つ
に
○

を
つ
け

て
く

だ
さ

い
。
 

１
．

現
在
の
場
所
で

生
活
を

続
け

た
い

（
自

宅
の
場

合
、

増
改

築
を
含

む
）

 

 
２
．
住

み
替
え
に
よ

り
在

宅
で
の

生
活

を
続

け
た
い
（
サ
ー
ビ

ス
付

き
高
齢

者
向

け
住

宅
や

有
料
老
人
ホ
ー

ム
な
ど

を
含

む
）

 

 
３
．

特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム

や
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム
で

暮
ら

し
た

い
 

 
４
．

わ
か
ら
な
い
 

(
2
)
 
「
２
．
住
み
替
え
に
よ
り
在
宅
で
の
生
活
を
続
け
た
い
」
と
回
答
し
た
方
に

う
か
が

い
ま

す
。

 

①
 
ど

の
よ

う
な

形
態

の
住

ま
い

を
考

え
て

い
ま

す
か

。
あ
て
は
ま
る
も
の
１
つ
に
○
を

つ
け

て
く

だ
さ
い

。
 

 
１

．
一
戸
建
（

二
世

帯
住

宅
を

含
む
）

 

 
２

．
マ
ン
シ
ョ

ン
・

ア
パ

ー
ト

な
ど
集

合
住

宅
 

 
３

．
サ
ー
ビ
ス

付
き

高
齢

者
向

け
住
宅

や
有

料
老

人
ホ
ー

ム
な

ど
の

高
齢

者
向
け

住
宅

 

 
４

．
形
態
に
は

こ
だ

わ
ら

な
い

 

②
 
住

み
替

え
先

を
選

ぶ
に

あ
た

っ
て

重
視

す
る

の
は

ど
の

よ
う

な
こ

と
で

す
か

。
あ
て
は
ま

る
も
の
３
つ
以
内
に
○

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。
 

１
．
経
済
的
負
担

が
少

な
い

 

２
．
交
通
の
便
が

良
い

 

３
．
近
く
に
家
族

が
い

る
 

４
．
通
院
や
買
い

物
に

便
利

で
あ

る
 

５
．
食
事
の
支
度

の
心

配
が

な
い

 

６
．

見
守
っ

て
く

れ
る
人

が
い

て
安

心
で
き

る

７
．
介
護
を
し
て

く
れ

る
人

が
い

る
 

８
．

近
所

付
き

合
い

な
ど

の
交

流
が

あ
る

９
．

高
齢

者
に

配
慮

し
た
設

備
が

あ
る

 

1
0
．

除
雪

の
心

配
が

な
い
 

1
1
．

緊
急

時
の

連
絡

手
段
が

あ
る

 

1
2
．

そ
の

他
 

（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

1
3
．

特
に

な
い

 

6
 

問
２
-
６
 
す

べ
て
の
方
に
お
聞
き
し
ま
す
。
あ
な
た
は
、
最
期
を
ど
こ
で
迎
え
た
い
と
思
い
ま
す
か
。

あ
て
は
ま
る
も
の
１
つ
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
 

 
１
．

自
宅
 

２
．

介
護
老
人
福
祉
施
設
 

（
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）
 

 
３
．

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
 

 
４
．

病
院
・
診
療
所
 

５
．
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
や
 

有
料
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
高
齢
者
向
け
住
宅
 

６
．
そ
の
他
 

（
具
体
的
に
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
）
 

７
．
考
え
た
こ
と
は
な
い
 

３
 
交
流
と
活
動
に
つ
い
て
 

問
３
-
１
 
他

の
世
代
と
の
交
流
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。
 

６
５
歳
以
上
の
方
は
（
1
）
を
お
答
え
く
だ
さ
い
。
 

４
０
歳
～
６
４
歳
の
方
は
（
2
）
を
お
答
え
く
だ
さ
い
。
 

(
1
)
 
６
５
歳
以
上
の
方
に
お
聞
き
し
ま
す

。
若
者

や
子

ど
も

な
ど

、
若
い

世
代
の

人
た

ち
と

交
流

は
あ

り
ま

す
か

。
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○

を
つ

け
て

く
だ

さ
い
。

 

 
１
．

一
緒
に
住
む
な
ど
し
て
日
常
生
活
を
と
も
に
し
て
い
る
 

 
２
．

家
事
、
子
育
て
、
介
護
な
ど
を
通
じ
て
子
や
孫
な
ど
と
交
流
し
て
い
る
 

 
３
．

趣
味
・
ス
ポ
ー
ツ
や
生
涯
学
習
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
で
一
緒
に
活
動
し
て
い
る
 

 
４
．

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
町
内
会
な
ど
の
地
域
活
動
に
一
緒
に
取
り
組
ん
で
い
る
 

 
５
．

職
場
で
一
緒
に
仕
事
を
し
て
い
る
 

 
６
．
近

所
の
子
ど
も
の
世
話
を
し
た
り
、
子
育
て
サ
ロ
ン
で
地
域
の
子
ど
も
と
交
流
し
て
い
る

７
．
そ

の
他
（
具
体
的
に
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
）

 
８
．

交
流
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
 

(
2
)
 ４
０
歳
～
６
４
歳
の
方
に
お
聞
き
し
ま
す

。
６

５
歳

以
上

の
人

た
ち

と
交

流
は

あ
り

ま
す

か
。
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。
 

 
１
．

一
緒
に
住
む
な
ど
し
て
日
常
生
活
を
と
も
に
し
て
い
る
 

 
２
．

家
事
、
子
育
て
、
介
護
な
ど
を
通
じ
て
家
族
（
祖
父
母
）
な
ど
と
交
流
し
て
い
る
 

 
３
．

趣
味
・
ス
ポ
ー
ツ
や
生
涯
学
習
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
で
一
緒
に
活
動
し
て
い
る
 

 
４
．

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
町
内
会
な
ど
の
地
域
活
動
に
一
緒
に
取
り
組
ん
で
い
る
 

 
５
．

職
場
で
一
緒
に
仕
事
を
し
て
い
る
 

 
６
．
近

所
の
高
齢
者
に
子
ど
も
を
預
か
っ
て
も
ら
っ
た
り
、
子
育
て
サ
ロ
ン
で
地
域
の
高
齢
者

と
交
流
し
て
い
る
 

７
．
そ

の
他
（
具
体
的
に
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
）

 
８
．

交
流
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
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7
 

問
３
-
２
 
す

べ
て
の
方
に
お
聞

き
し
ま

す
。

あ
な

た
は
、

現
在

住
ん

で
い
る

地
域

の
中

で
、
ご

近
所

の
方

に
ど
の

よ
う

な
お

手
伝

い
を

し
た

経
験

が
あ

り
ま

す
か

。
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に

○
を

つ
け

て
く

だ
さ

い
。

 

 
１
．
代

わ
り
に
買
い
物

に
行
く

 

 
２
．
様

子
を
見
に
行
っ

た
り
声

を
か

け
る

 

 
３
．
車

で
送
り
迎
え
を

す
る
な

ど
外

出
の

手

助
け
を
す
る
 

４
．
話

し
相
手
に
な
る

 

 
５
．
食

事
や
惣
菜
な
ど

を
持
っ

て
い

く
 

 
６
．
食
事
を
作
る
 

 
７
．
掃

除
 

 
８
．
洗

濯
 

９
．
介

護
や
看
護
 

1
0
．
通

院
の
付
き

添
い
 

1
1
．
間

口
の
除
雪

 

1
2
．
ご

み
出
し
 

1
3
．
子

ど
も
を
預

か
る
、

子
ど

も
の

 

世
話
を

す
る

 

1
4
．
子

育
て
の
相

談
に
乗

る
 

1
5
．
そ

の
他
 

（
具

体
的
に
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

1
6
．
特

に
何
も
し

て
い
な

い
 

問
３
-
３
 
あ

な
た

は
、

日
ご

ろ
、

会
話

や
外

出
、

趣
味

等
を

ど
な

た
と

一
緒

に
楽

し
ん

で
い

ま
す

か
。
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。
 

１
．
配

偶
者
（
夫
又
は

妻
）
 

２
．
子

（
子
の
配
偶
者

を
含
む

）
 

３
．
兄

弟
姉
妹
 

４
．
親

 

５
．
そ

の
他
の
親
族
 

６
．
近

所
の
人
 

７
．
友

人
・
知

人
 

８
．
仕

事
で
の

同
僚

・
元

同
僚
 

９
．
そ

の
他
 

 
（
具

体
的
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

1
0
．
い

な
い
 

問
３
-
４
 あ

な
た
が
日
ご
ろ

、
悩

み
事

の
相

談
な

ど
を
す

る
身

近
な

方
は
ど

な
た

で
す

か
。
あ
て
は

ま
る
も
の
す
べ
て
に
○

を
つ

け
て
く

だ
さ

い
。

 

１
．

配
偶
者
（
夫
又
は

妻
）

 

２
．

子
（
子
の
配
偶
者

を
含

む
）

 

３
．

兄
弟
姉
妹
 

４
．

親
 

５
．

そ
の

他
の

親
族

 

６
．

近
所

の
人

 

７
．

友
人

・
知

人
 

８
．

民
生

委
員

 

９
．
町

内
会

・
町
内

会
役

員
 
 

1
0
．
そ

の
他

 

（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

1
1
．
特

に
い

な
い
 
 

8
 

問
３
-
５
 
社

会
参
加
に
つ
い
て
う
か
が
い
ま
す
。
 

(
1
)
 あ

な
た

は
、

次
の

よ
う

な
活

動
（

社
会
参

加
活
動

や
仕

事
な

ど
）
を

し
て
い

ま
す

か
。
あ
て

は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○

を
つ

け
て
く

だ
さ
い

。
 

 
１
．

町
内
会
活
動
 

２
．

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
 

 
３
．

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
 

 
４
．

地
域
の
サ
ー
ク
ル
・
自
主
グ
ル
ー
プ
 

 
５
．

各
種
講
習
会
へ
の
参
加
な
ど
の
学
習
活
動
 

６
．

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
や
テ
ニ
ス
、
ダ
ン
ス
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
 

 
７
．

楽
器
や
手
芸
、
絵
画
な
ど
の
文
化
活
動
 

 
８
．

ハ
イ
キ
ン
グ
や
登
山
、
釣
り
な
ど
の
レ
ジ
ャ
ー
 

 
９
．

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
体
操
な
ど
の
運
動
 

 
1
0.
 
介

護
予
防
教
室
 

 
1
1.
 
収

入
の
あ
る
仕
事
 

1
2．

そ
の
他
（
具
体
的
に
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
）
 

1
3．

特
に
な
い
 

(
2
)
 札

幌
市

で
は

、
高

齢
者

が
積

極
的

に
社

会
参

加
で

き
る

機
会

が
十

分
に

あ
る

と
思

い
ま

す

か
。
あ
て
は
ま
る
も
の
１
つ
に
○

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。
 

 
１

．
そ

う
思
う
 

４
．
あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い
 

 
２

．
ま

あ
そ
う
思
う
 

５
．
そ
う
思
わ
な
い
 

 
３

．
ど

ち
ら
と
も
い
え
な
い
 

６
．
わ
か
ら
な
い
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9
 

４
 
心
身
の
状
況
に
つ
い
て
 

問
４
-
１
 
あ

な
た
は
、
ご
自
身

で
健
康

だ
と

思
い

ま
す
か

。
あ
て
は
ま
る
も
の
１
つ
に
○
を
つ

け
て

く
だ
さ
い
。
 

 
１
．
健

康
で
あ
る
 

４
．
健

康
で

は
な

い
 

 
２
．
お

お
む
ね
健
康
で

あ
る
 

５
．
わ

か
ら

な
い
 

 
３
．
あ

ま
り
健
康
で
は

な
い
 

 
 

問
４
-
２
 
現

在
、
健
康
維
持
の

た
め
に

気
を

つ
け

て
い
る

こ
と

は
あ

り
ま
す

か
。
あ
て
は
ま
る
も
の

す
べ
て
に
○
を

つ
け
て

く
だ

さ
い

。
 

 
１
．
休

養
や
睡
眠
を
十

分
に
と

っ
て

い
る

 

 
２
．
毎

日
の
食
事
に
気

を
つ
け

て
い

る
 

 
３
．
市

販
の
健
康
食
品

や
栄
養

剤
、

ビ
タ

ミ
ン
剤

を
と

っ
て
い

る
 

 
４
．
酒

を
控
え
て
い
る

 

 
５
．
タ

バ
コ
を
や
め
て

い
る
 

 
６
．
歯

や
口
の
中
を
清

潔
に
保

つ
よ

う
に

心
が
け

て
い

る
 

 
７
．
閉

じ
こ
も
り
が
ち

に
な
ら

な
い

よ
う

に
外
出

し
て

い
る
 

 
８
．
運

動
不
足
に
な
ら

な
い
よ

う
に

身
体

を
動
か

し
て

い
る
 

 
９
．
身

の
回
り
の
こ
と

は
自
分

で
し

て
い

る
 

 
1
0．

気
持
ち
を
明
る
く

保
つ
よ

う
に

心
が

け
て
い

る
 

 
1
1．

健
康
診
断
な
ど
を

定
期
的

に
受

け
て

い
る
 

 
1
2．

健
康
の
た
め
の
研

修
会
や

講
習

会
に

参
加
し

て
い

る
 

 
1
3．

新
聞
・
雑
誌
・
テ

レ
ビ
な

ど
か

ら
健

康
に
関

す
る

情
報

を
集
め

て
い

る
 

 
1
4．

そ
の
他
（
具
体
的

に
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 

 
1
5．

特
に
な
い
 

問
４
-
３
 
最
近
、
ご
自
身
の
健
康
状
態
に
つ
い
て
気
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。
あ
て
は
ま

る
も
の
す
べ
て
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

 
１
．
膝

や
腰
に
痛
み
が

あ
る

８
．
こ

こ
半

年
間
で
体

重
が
２

～
３

㎏
以

上
減
っ

た

 
２
．
足

腰
の
筋
力
が
落

ち
て
き

た
９

. 
固

い
も

の
が
食

べ
に

く
く

な
っ

て
き
た

 
３
．
眠

れ
な
い
、
眠
り

が
浅
い

1
0
. 
お

茶
や

汁
物
で

む
せ

る

 
４
．
疲

れ
や
す
い

1
1
. 
口

が
渇

く

 
５
．
目

が
見
え
づ
ら
く

な
っ
て

き
た

1
2
. 
そ

の
他

 

 
６
．
耳

が
遠
く
な
っ
て

き
た

 
（
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
７
．
物

忘
れ
が
増
え
た

1
3
. 
特

に
な

い

1
0 

問
４
-
４

通
院
の
状
況
に
つ
い
て
う
か
が
い
ま
す
。
 

(
1
)
 
あ
な

た
は
現
在
、
通
院
し
て
い
ま
す
か
。
通
院
回
数
に
つ
い
て
、
あ
て
は
ま
る
も
の
１
つ
に

○
を
つ

け
て
く
だ
さ
い
。
 

 
１
．

通
院
し
て
い
な
い
 

 
２
．

ほ
ぼ
毎
日
 

 
３
．

週
に
４
～
５
回
 

 
４
．

週
に
２
～
３
回
 

 
５
．

週
に
１
回
 

 
６
．

月
に
２
～
３
回
 

７
．
月
に
１
回
 

８
. 
２
か
月
に
１
回
程
度
 

９
. 
３
か
月
に
１
回
程
度
 

1
0
．
年
に
数
回
 

1
1
．
そ
の
他
 

（
具
体
的
に
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
）

(
2
)
 日

ご
ろ

、
通

院
す

る
際

の
主

な
移

動
手
段

は
何
で

す
か

。
あ
て
は
ま
る
も
の
１
つ
に
○

を
つ

け
て

く
だ
さ

い
。
 

１
．
徒

歩
（
つ
え
等
を
使
用
す
る
場
合
を
含
む
）

２
．
自

転
車
 

３
．
自

家
用
車
（
自
分
で
運
転
）
 

４
．
自

家
用
車
 

（
家
族
、
知
人
な
ど
に
乗
せ
て
も
ら
う
）
 

５
．
公
共
交
通
機
関
 

６
．
タ
ク
シ
ー
 

７
．
介
護
タ
ク
シ
ー
 

８
．
病
院
や
施
設
の
バ
ス
 

９
．
そ
の
他
（
 

 
 
 

 
 

 
 

 
）
 

(
3
)
 日

ご
ろ

、
通

院
に

要
す

る
時

間
は

お
お
む

ね
ど
れ

く
ら

い
で

す
か
。
あ
て
は
ま
る
も
の
１
つ

に
○

を
つ
け

て
く
だ

さ
い
。

 

 
１
．

1
5
分
未
満
 

２
．

1
5
分
～
30

分
未
満
 

３
．
30

分
～
１
時
間
未
満
 

４
．
１
時
間
以
上
 

問
４
-
５
 
す

べ
て
の
方
に
お
聞
き
し
ま
す
。
か
か
り
つ
け
医
は
あ
り
ま
す
か
。
あ
て
は
ま
る
も
の
１

つ
に
○

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
 

 
１
．

あ
る
 

２
．
な
い
 

問
４
-
６
 
か

か
り
つ
け
歯
科
医
は
あ
り
ま
す
か
。
あ
て
は
ま
る
も
の
１
つ
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
 

 
１
．

あ
る
 

２
．
な
い
 

問
４
-
７
 
か

か
り
つ
け
薬
局
は
あ
り
ま
す
か
。
あ
て
は
ま
る
も
の
１
つ
に
○

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
 

 
１
．

あ
る
 

２
．
な
い
 

問
4
-
5
に
 

進
ん
で
く
だ
さ
い
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1
1 

問
４
-
８
 
こ
の
１
年
間
に
転
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
あ
て
は
ま
る
も
の
１
つ
に
○
を
つ
け
て
く
だ

さ
い
。
 

 
１
．
は

い
 

２
．

い
い

え
 

 
 
 

３
．

覚
え

て
い
な

い
 

「
１
．
は
い
」
と
回
答
し
た
方
に
う

か
が

い
ま

す
。
 

 
 

 
 
転
ん
だ
場
所
は

ど
こ

で
す

か
。
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
を
つ

け
て

く
だ
さ

い
。

 

 
１
．

自
分
の
家

の
中

 

 
２
．

自
分
の
家

以
外

の
建
物

の
中

 

３
．
冬
期

間
の

屋
外

 

４
．
冬
期

間
以

外
の

屋
外

 

５
．
そ
の

他
 

（
具

体
的
に

 
 
 
 
 
 
 
 
）

 

問
４
-
９

現
在
、
介
護

※
を
受

け
て

い
ま
す

か
。
あ
て
は
ま
る
も
の
１
つ
に
○
を

つ
け

て
く

だ
さ

い
。
 

※
 
こ
こ
で
の
「
介
護
」
と
は
、
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
場
合
の
ほ
か
、
介
護
保
険
の
要
介
護

（
支
援
）
認
定
を
受
け
て
い
な
い
場
合
で
も
、
常
時
ご
家
族
な
ど
の
援
助
を
受
け
て
い
る
状
態
を
言
い
ま
す
。
 

 
１
．
介

護
は
必
要
な
い

 

 
２
．
何

ら
か
の
介
護
は

必
要
だ

が
、

現
在

は
受
け

て
い

な
い
 

 
３
．
介

護
を
受
け
て
い

る
 

問
４
-
1
0  
介

護
保
険
の
要
介
護

（
支
援

）
認

定
は

受
け
て

い
ま

す
か

。
あ
て
は
ま
る
も
の
１
つ
に
○
を

つ
け
て
く
だ
さ
い

。
 

 
１

．
要
介
護
認
定
を

受
け

て
い

な
い

 
６

．
「
要

介
護
３
」

と
認
定

 

 
２

．「
要
支
援

１
」

と
認

定
 

７
．
「
要

介
護
４
」

と
認
定

 

 
３

．「
要
支
援

２
」

と
認

定
 

８
．
「
要

介
護
５
」

と
認
定

 

 
４

．「
要
介
護

１
」

と
認

定
 

９
．
要

介
護

認
定
を

受
け

、
「
非

該
当

（
自

立
）」

 
５

．「
要
介
護

２
」

と
認

定
 

1
0
．
わ

か
ら

な
い
 

1
2 

問
４
-
1
1  
も

し
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
、
在
宅
で
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
は
何
が
必
要
だ
と
思

い
ま

す
か
。
現
在
介
護
を
受
け
て
い
る
方
は
、
在
宅
で
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
は
何
が
必
要

だ
と

思
い
ま
す
か
。
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
 

１
．

住
み

続
け
ら
れ
る
住
ま
い
が
あ
る
 

 
 

 
 
 
 

２
．

家
族

が
同
居
、
ま
た
は
近
く
に
い
る
 
 

 
 
 
 

３
．

身
近

に
利
用
で
き
る
医
療
機
関
が
あ
る
 

 
 
 
 

４
．

通
っ

た
り
宿
泊
で
き
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
 
 

５
．

夜
間

に
訪
問
し
て
く
れ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
 

６
．

見
守

っ
て
く
れ
る
友
人
・
知
人
が
近
く
に
い
る

７
．

利
用

し
や
す
い
交
通
機
関
が
あ
る

８
．

身
近

に
買
い
物
で
き
る
場
所
が
あ
る

９
．

緊
急

時
の
連
絡
手
段
が
あ
る

1
0
．

そ
の
他
（
具
体
的
に
 

 
 

 
 

 
 
 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
  
 
 
  
 
 

 
 

）

1
1
．

特
に
な
い
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1
3 

５
 
保
健
・
福
祉
施
策
に
つ
い
て

問
５
-
１
 
札

幌
市
な
ど
が
行
っ

て
い
る

高
齢

者
を

主
な
対

象
と

し
た

次
の
保

健
・

福
祉

サ
ー
ビ

ス
な

ど
の

中
で

、
知

っ
て

い
る

も
の

は
あ

り
ま

す
か

。
知
っ
て
い
る
も
の
す
べ
て
に
○

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。
 

※
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
同
封
の
別
紙
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 
１
．
高

齢
者
あ
ん
し
ん

コ
ー
ル

事
業

 
２
．
高

齢
者
等
お
む
つ

サ
ー
ビ

ス
事

業
 

 
３
．
高

齢
者
配
食
サ
ー

ビ
ス
事

業
 

 
４
．
高

齢
者
理
美
容
サ

ー
ビ
ス

事
業

 

 
５
．
高

齢
者
健
康
入
浴

推
進
事

業
 

 
６
．
生

活
支
援
型
シ
ョ

ー
ト
ス

テ
イ

 

 
７
．
地

域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー

 

 
８
．
介

護
予
防
セ
ン
タ

ー
 

 
９
．
二

次
予
防
事
業
 

 
1
0．

す
こ

や
か

倶
楽

部
な

ど
の

一
次

予
防
事

業

1
1.
 
保

健
師
に
よ
る
訪

問
指
導

 

1
2.
 
認

知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
養
成

講
座

 

1
3．

徘
徊

認
知
症

高
齢
者

SO
S
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

1
4．

札
幌
市
認
知
症
コ

ー
ル
セ

ン
タ

ー
 

1
5．

認
知
症
カ
フ
ェ
（

札
幌
市

認
証

）
 

1
6．

認
知
症
ナ
ビ
 

1
7．

男
性
介
護
者
の
交

流
会
（

ケ
ア

友
の

会
）

1
8．

成
年
後
見
制
度
 

1
9
．

ひ
と

り
暮

ら
し

高
齢

者
等

巡
回

相
談

事
業

 

2
0
．
介

護
サ
ポ
ー

ト
ポ
イ

ン
ト

事
業

 

2
1
．
老

人
ク
ラ
ブ

活
動
費

補
助

金
 

2
2
．
高

齢
者
福
祉

バ
ス
 

2
3
．
敬

老
優
待
乗

車
証
 

2
4
．

老
人

休
養

ホ
ー

ム
（

保
養

セ
ン

タ
ー

駒
岡

）

2
5
．
お

と
し
よ
り

憩
の
家

 

2
6
．
札

幌
シ
ニ
ア

大
学
 

2
7
．
老

人
福
祉
セ

ン
タ
ー

 

2
8
．

シ
ニ
ア

サ
ロ
ン
モ

デ
ル
事

業
・
シ
ニ

ア
チ
ャ

レ
ン
ジ

事
業
 

2
9
．
シ

ル
バ
ー
人

材
セ
ン

タ
ー

 

3
0
．
福

祉
の
ま
ち

推
進
セ

ン
タ

ー
 

3
1
．
日

常
生
活
自

立
支
援

事
業

 

3
2
．
福

祉
除
雪
 

3
3
．
健

康
教
育
・

健
康
講

座
（

教
室

）
 

3
4
．
健

康
相
談
 

3
5
．
高

齢
者
イ
ン

フ
ル
エ

ン
ザ

予
防

接
種

 

3
6
．
健

診
(と

く
と

く
健

診
・

後
期

高
齢

者
健

診
)

問
５
-
２
問
５
-
１
に

あ
る
保

健
・
福
祉

サ
ー

ビ
ス

の
中

で
、
特

に
重
要

だ
と

考
え

る
も

の
は
ど

れ
で

す
か
。
５
つ
以
内
で
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入

し
て

く
だ
さ

い
。

 

1
4 

問
５
-
３
 
高

齢
者
の
保
健
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
情
報
は
、
主
に
ど
こ
か
ら
入
手
し
て
い
ま
す

か
。
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
 

 
１
．

新
聞
・
情
報
誌
 

 
２
．

テ
レ
ビ
 

 
３
．

ラ
ジ
オ
 

 
４
．

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
）

 
５
．

市
の
広
報
（
広
報
さ
っ
ぽ
ろ
な
ど
）
 

 
６
．

区
役
所
・
保
健
セ
ン
タ
ー
・
ま
ち
づ
く
り
 

 
 
 
セ

ン
タ
ー
な
ど
市
の
窓
口
 

 
７
．

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
 

 
８
．

介
護
予
防
セ
ン
タ
ー
 

９
．

病
院
や
診
療
所
 

1
0
．
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

1
1
．
民
生
委
員
 

1
2
．
福
祉
の
ま
ち
推
進
セ
ン
タ
ー
 

1
3
. 
町
内
会
・
町
内
会
役
員
 

1
4
．
家
族
・
親
戚
・
知
人
 

1
5
．
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

1
6
．
そ
の
他
 

（
具
体
的
に
 
 

 
  

 
 

 
 
 

 
）
 

1
7
．
特
に
入
手
し
て
い
な
い
 

問
５
-
４
 
札

幌
市
で
は
、
高
齢
者
が
介
護
を
必
要
と
せ
ず
に
元
気
で
健
康
に
暮
ら
し
続
け
る
た
め
の

取
組

が
十
分

に
な

さ
れ

て
い

る
と

思
い

ま
す

か
。
あ
て
は
ま
る
も
の
１
つ
に
○

を
つ

け
て
く

だ
さ

い
。
 

 
１

．
そ

う
思
う
 

 
 

 

 
２

．
ま

あ
そ
う
思
う
 

 
 

 

 
３

．
ど

ち
ら
と
も
い
え
な
い
 

４
．
あ

ま
り
そ
う
思
わ
な
い
 

５
．
そ

う
思
わ
な
い
 

６
．
わ

か
ら
な
い
 

「
４
．
あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い
」
「
５
．
そ
う
思
わ
な
い
」
と
回
答
し
た
方

に
う

か
が

い
ま

す
。

取
組

が
十

分
に
な

さ
れ

て
い

な
い

と
思

う
理

由
は

次
の

う
ち

ど
れ
で

す
か
。
あ
て
は
ま
る

も
の
す
べ
て
に
○

を
つ
け

て
く

だ
さ

い
。
 

１
．
地
域
の
支
え
合
い
の
仕
組
み
づ
く
り
が
不
十
分
だ
か
ら
 

２
．
社
会
参
加
の
機
会
が
あ
ま
り
な
い
か
ら
 

３
．
生
涯
学
習
や
ス
ポ
ー
ツ
の
機
会
が
少
な
い
か
ら
 

４
．
困
っ
た
と
き
の
相
談
窓
口
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
 

５
．
そ
の
他
（
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
）
 

６
．
特
に
理
由
は
な
い
 

- 621 -



1
5 

問
５
-
５
 
現

在
困
っ
て
い
る
こ

と
や
、

将
来

に
向

け
不
安

に
思

う
こ

と
は
あ

り
ま

す
か

。
あ
て
は
ま

る
欄．
す
べ
て
に
○
を
つ

け
て

く
だ

さ
い
。

 

現
在

 
困
っ

て
い
る
こ

と
 

将
来

不
安

な
こ

と
 

１
．
健
康
面
 

 
 

２
．
生
活
費
 

３
．
仕
事
 

４
．
住
ま
い
 

５
．
食
事
の
準
備
 

６
．
掃
除
・
洗
濯
 

７
．
生
き
が
い
や
楽

し
み

が
な

い
 

８
．
自
分
の
介
護
 

９
．
家
族
の
介
護
 
 

1
0
．
財
産
管
理
 

1
1
．
交
通
事
故
 

1
2
．
火
の
始
末
 

1
3
．
詐
欺
（
さ
ぎ
）

等
の

犯
罪

被
害

 

1
4
．
通
院
 

1
5
. 
日
々
の
買
い
物

 

1
6
. 
緊
急
時
の
連
絡

手
段

 

1
7
．
家
族
関
係
 

1
8
．
相
談
相
手
が
い

な
い

 

1
9
．
除
雪
 

2
0
．
冬
期
間
の
外
出

・
交

通
手

段
 

2
1
．
ご
み
捨
て
 

2
2
．
災
害
時
の
避
難

 

2
3
．
そ
の
他
 

（
具
体
的
に
 
 

 
 
 

 
 

）
 

2
4
．
特
に
な
い
 

1
6 

問
５
-
６
 
あ

な
た
は
、
困
っ
て
い
る
こ
と
や
不
安
に
思
う
こ
と
を
、
ど
こ
に
相
談
し
て
い
ま
す
か
。

あ
る

い
は
、
ど
こ
に
相
談
し
よ
う
と
思
い
ま
す
か
。
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
を
つ
け

て
く

だ
さ
い
。
 

 
１
．

区
役
所
や
保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど
札
幌
市
の
窓
口
 

 

 
２
．

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
 

 

 
３
．

介
護
予
防
セ
ン
タ
ー
 

 

 
４
．

健
康
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
 

 

 
５
．

病
院
や
診
療
所
 

 

 
６
．

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
 

 

 
７
．

入
居
中
の
住
宅
の
相
談
員
な
ど
 

 

 
８
．

民
生
委
員
 

９
．

福
祉
の
ま
ち
推
進
セ
ン
タ
ー
 

 

1
0．

町
内
会
・
町
内
会
役
員
 

1
1．

家
族
・
親
戚
・
知
人
 

1
2．

人
権
擁
護
委
員
 

1
3．

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

1
4．

そ
の
他
（
具
体
的
に
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

）
 

1
5．

わ
か
ら
な
い
 

1
6．

特
に
な
い
 

問
５
-
７
 
今

の
社
会
で
は
、
他
の
世
代
に
比
べ
て
高
齢
者
は
優
遇
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
。
あ

て
は
ま
る
も
の
１
つ
に
○

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
 

 
１
．

そ
う
思
う
 

４
．
あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い
 

 
２
．

ま
あ
そ
う
思
う
 

５
．
そ
う
思
わ
な
い
 

 
３
．

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
 

６
．
わ
か
ら
な
い
 

問
５
-
８
 
札

幌
市
で
は
、
高
齢
者
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
権
利
が
守
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
。

あ
て
は
ま
る
も
の
１
つ
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
 

 
１
．

そ
う
思
う
 

４
．
あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い
 

 
２
．

ま
あ
そ
う
思
う
 

５
．
そ
う
思
わ
な
い
 

 
３
．

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
 

６
．
わ
か
ら
な
い
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1
7 

問
５
-
９
 
「

高
齢
者
虐
待
」
を

見
聞
き

し
た

こ
と

が
あ
り

ま
す

か
。

ま
た
、

見
聞

き
し

た
こ
と

が
あ

る
場
合
ど
の
よ
う

な
状
況

で
見

聞
き

し
ま
し

た
か

。
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
を

つ
け

て
く
だ
さ
い
。
 

 
１

．
テ
レ
ビ
、
新
聞

な
ど

の
報

道
を

通
じ
て

見
聞

き
し

た
 

 
２

．
親
戚
・
知
人
・

自
分

が
受

け
た

、
受
け

て
い

る
 

 
３
．「

高
齢
者
虐
待

」
と

言
え

る
事
例

か
ど

う
か

わ
か
ら

な
い

 

 
４
．「

高
齢
者
虐
待

」
の

意
味

が
よ
く

わ
か

ら
な

い
 

 
５
．
そ
の
他
（
具
体

的
に

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
６
．
見
聞
き
し
た
こ

と
は

な
い

 

「
２
．
親
戚
・
知
人
・
自
分
が
受
け
た
、
受
け
て
い
る
」
と
回
答
し
た
方

に
う

か
が

い
ま

す
。

実
際

に
受
け

た
、

ま
た

は
受

け
て

い
る

虐
待

は
ど

の
よ

う
な

も
の

で
す

か
。
あ
て
は
ま
る
も
の

す
べ
て
に
○

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。
 

１
．

身
体
的

虐
待

 

＝
高

齢
者

の
身

体
に

外
傷
が

生
じ

、
ま

た
は

生
じ

る
お
そ

れ
の

あ
る

暴
行

を
加

え
る
こ

と
。

 

例
）

叩
く

、
蹴

る
、

つ
ね
る

、
物

を
投

げ
つ

け
る

、
鍵
を

か
け

て
閉

じ
込

め
る

 
な
ど

 

２
．

介
護
・

世
話
の
放

棄
・

放
任

 

＝
高

齢
者
を

衰
弱
さ

せ
る

よ
う

な
著

し
い

減
食

、
長

時
間

の
放

置
、
養
護

者
以
外

の
同

居
人

に
よ

る
虐

待
行
為

の
放
置

な
ど
、
養

護
を

著
し

く
怠
る

こ
と
。

 

例
）

必
要

な
サ

ー
ビ

ス
を
受

け
さ

せ
な

い
、

お
む

つ
や
衣

類
を

交
換

し
な

い
 

な
ど
 

３
．

心
理
的

虐
待

 

＝
高

齢
者
に

対
す
る

著
し

い
暴

言
ま

た
は

著
し
く

拒
絶

的
な

対
応

そ
の

他
の
高

齢
者

に
著

し
い

心
理

的
外
傷

を
与
え

る
言
動
を

行
う

こ
と

。
 

例
）

無
視

す
る

、
怒

鳴
る
、

の
の

し
る

、
ト

イ
レ

に
行
け

る
の

に
お

む
つ

を
す

る
 
な
ど

 

４
．

性
的
虐

待
 

＝
高

齢
者
に

わ
い
せ

つ
な

行
為

を
す

る
こ

と
ま
た

は
高

齢
者

を
し

て
わ

い
せ
つ

な
行

為
を

さ
せ

る
こ

と
。
 

例
）

性
的

な
行

為
を

強
要
す

る
、

人
前

で
裸

に
す

る
 
な

ど
 

５
．

経
済
的

虐
待

＝
養

護
者
ま

た
は
高

齢
者

の
親

族
が

当
該

高
齢
者

の
財

産
を

不
当

に
処

分
す
る

こ
と

そ
の

他
当

該
高

齢
者
か

ら
不
当

に
財
産
上

の
利

益
を

得
る
こ

と
。
 

例
）

年
金

を
勝

手
に

使
う
、

搾
取

す
る

、
本

人
の

生
活
に

か
か

る
費

用
を

払
わ

な
い
 

な
ど

1
8 

問
５
-
1
0  
仮

に
あ
な
た
や
ご
家
族
の
方
に
認
知
症
の
心
配
が
あ
る
場
合
、
ど
こ
に
相
談
し
ま
す
か
。

あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
 

１
．
家

族
ま
た
は
親
族
 

 
２

．
友

人
ま
た
は
知
人
 

 
３

．
民

生
委
員
 

 
４

．
病

院
や
診
療
所
 

 
５

．
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
・
 

 
 
 
介

護
予
防
セ
ン
タ
ー
 

６
．
区

役
所
や
保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど
市
の
窓
口
 

７
．
認

知
症
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
等
の
電
話
相
談
 

８
．
認
知
症
カ
フ
ェ
 

９
．
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
 

1
0
．
町
内
会
・
町
内
会
役
員
 

1
1
．
そ
の
他
 

（
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
）
 

1
2
．
誰
に
も
相
談
し
な
い
 

1
3
．
わ
か
ら
な
い
 

問
５
-
1
1  
近

年
、

孤
立
死

※
が
大

き
な
問

題
と
な

っ
て

い
ま

す
が

、
あ

な
た

は
、

孤
立

死
に

つ
い
て

心
配

が
あ
り

ま
す
か

。
あ
て
は
ま
る
も
の
１
つ
に
○
を

つ
け

て
く

だ
さ
い

。
 

※
 孤
立
死
と
は
、
高
齢
社
会
の
進
展
に
伴
い
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
等
が
増
え
、
誰
に
も
看
取
ら
れ
ず
に

亡
く
な
っ
た
り
、
亡
く
な
っ
た
後
何
日
間
か
放
置
さ
れ
た
状
態
で
発
見
さ
れ
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。
 

 
１

．
心

配
で
あ
る
 

４
．
あ
ま
り
心
配
し
て
い
な
い
 

 
２

．
少

し
心
配
で
あ
る
 

５
．
心
配
し
て
い
な
い
 

 
３

．
ど

ち
ら
と
も
い
え
な
い
 

６
．
わ
か
ら
な
い
 
 

問
５
-
1
2  
あ

な
た
は
、
孤
立
死
を
減
ら
す
た
め
の
方
法
と
し
て
効
果
的
だ
と
思
う
こ
と
は
何
だ
と
思

い
ま
す
か
。
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
 

 
１

．
ひ

と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
に
対
す
る
福
祉
の
制
度
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
 

 
２

．
民

生
委
員
や
福
祉
の
ま
ち
推
進
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
制
度
を
有
効
に
活
用
す
る
 

 
３

．
隣

近
所
や
町
内
会
で
「
声
か
け
」
や
相
談
に
の
る
 

 
４

．
親

族
や
友
人
な
ど
か
ら
の
連
絡
（
安
否
確
認
な
ど
）
 

 
５

．
高

齢
者
の
居
場
所
づ
く
り
を
進
め
る
 

 
６

．
地

域
に
お
け
る
助
け
合
い
の
意
義
な
ど
に
つ
い
て
の
学
習
や
教
育
を
す
す
め
る
 

 
７

．
行
政

が
相
談
窓
口
の
整
備
や
地
域
の
見
守
り
活
動
へ
の
支
援
な
ど
の
対
応
を
十
分
に
行
う

 
８

．
高

齢
者
自
身
が
普
段
か
ら
親
族
や
隣
近
所
と
関
わ
り
を
持
っ
て
お
く
 

 
９

．
そ

の
他
（
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

）

 
1
0
．
何

も
で
き
な
い
 

 
1
1
．
わ

か
ら
な
い
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1
9 

問
５
-
1
3
老

後
を
安
心
し
て

過
ご

す
た

め
に

行
政

に
充
実

を
求

め
る

こ
と
は

、
ど

の
よ

う
な
こ

と
で

す
か
。
主
な
も
の
３
つ
以
内
に
○

を
つ

け
て

く
だ

さ
い
。

 

 
１
．
就
業
・
就

労
 

1
1
．
認

知
症

予
防

・
認
知

症
高

齢
者

対
策
 

 
２
．
除
雪
体
制

 
1
2
．
地

域
の

助
け

あ
い
活

動
 

 
３
．
生
き
が
い

対
策

 
1
3
．
地

域
で

気
軽

に
交
流

で
き

る
施

設
 

 
４
．
在
宅
福
祉

  
 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
  
 
 
  
 
1
4
．
高

齢
者

に
配

慮
し
た

ま
ち

づ
く

り
 

 
５
．
施
設
福
祉

  
 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
 
1
5
．
財

産
管

理
サ

ー
ビ
ス

 

 
６
．
住
宅
施
策

  
 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
  
 
 
  
 
1
6
．
虐

待
へ

の
対

応
 

 
７
．
年
金
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
1
7
．
相

談
窓

口
 

 
８
．
介
護
保
険

制
度

 
 

 
 

 
 
 

 
 
1
8
．
保

健
・

福
祉

関
係
の

情
報

提
供

 

 
９
．
健
康
診
断

や
生

活
習

慣
病

検
診
 

 
 
1
9
．
そ

の
他

（
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 

 
1
0
．

診
察

、
看

護
、

機
能
訓

練
な

ど
の
訪

問
体

制
 

2
0
．
特

に
な
い
 

４
０
～
６
４
歳
の
方
は
、
２
５
ペ
ー
ジ
の
問
７
-４
へ
お
進
み
く
だ
さ
い
。
 

６
５
歳
以
上
の
方
は
、
２
０
ペ
ー
ジ
（
次
の
ペ
ー
ジ
）
の
問
６
-
１
へ
お
進
み
く
だ
さ
い
。
 

2
0 

６
 
日
常
生
活
に
つ
い
て
 

問
６
-
１
 
外

出
（
通
院
を
除
く
）
に
つ
い
て
う
か
が
い
ま
す
。
 

(
1
)
 あ

な
た

は
、

ど
の

く
ら

い
の

頻
度

で
外
出

を
し
て

い
ま

す
か

。
あ
て
は
ま
る
も
の
１
つ
に
○

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。
 

 
１
．

ほ
ぼ
毎
日
 

５
．
週
に
１
日
 

 
２
．

週
に
４
～
５
日
 

６
．
２
週
に
１
日
 

 
３
．

週
に
３
日
 

７
．
月
に
１
回
 

 
４
．

週
に
２
日
 

８
．
ほ
と
ん
ど
外
出
し
な
い
 

(
2
)
 外
出
を
し
て
い
る
方
に

う
か

が
い

ま
す
。

外
出
す

る
際

の
移

動
手
段

は
何
で

す
か

。
あ
て
は

ま
る
も
の
す
べ
て
に
○

を
つ

け
て

く
だ

さ
い
。

 

 
１
．

徒
歩
 

（
つ

え
等
を
使
用
す
る
場
合
を
含
む
）
 

２
．

自
転
車
 

３
．

自
家
用
車
（
自
分
で
運
転
）
 

 
４
．

自
家
用
車
 

（
家

族
、
知
人
な
ど
に
乗
せ
て
も
ら
う
）
 

５
．
Ｊ
Ｒ
（
鉄
道
）
 

６
．
市
電
・
地
下
鉄
・
路
線
バ
ス
 

７
．
タ
ク
シ
ー
 

８
．
そ
の
他
 

（
具
体
的
に
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

）
 

問
６
-
２
 
あ

な
た
は
日
中
、
ひ
と
り
で
過
ご
す
こ
と
が
、
１
週
間
に
何
日
く
ら
い
あ
り
ま
す
か
。
あ

て
は
ま
る
も
の
１
つ
に
○

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
 

１
．

な
い

 

２
．

ほ
と

ん
ど
な
い
（
月
に
数
日
程
度
）
 

３
．
週
に
１
～
２
日
 

４
．
週
に
３
～
５
日
 

５
．
週
に
６
～
７
日
 

問
６
-
３
 
主

に
食
事
の
用
意
を
す
る
人
は
ど
な
た
で
す
か
。
あ
て
は
ま
る
も
の
１
つ
に
○

を
つ
け
て

く
だ

さ
い
。
 

１
．
自

分
自
身
 

２
．
同

居
家
族
 

３
．
別

居
家
族
 
 

４
．
近
所
の
人
 

５
．
友
人
・
知
人
 

６
．
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
 

７
．
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
 

８
．
そ
の
他
 

(具
体
的
に
  
 
 
 
  
 
 
  

 
 
 

 
）
 

問
6
-
2
に
 

進
ん
で
く
だ
さ
い
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2
1 

問
６
-
４
 
主

に
洗
濯
や
掃
除
を

す
る
人

は
ど

な
た

で
す
か

。
あ
て
は
ま
る
も
の
１
つ
に
○
を
つ

け
て

く
だ
さ
い
。

 

１
．
自
分
自
身
 

２
．
同
居
家
族
 
 

３
．
別
居
家
族
 

４
．

近
所

の
人

 

５
．

友
人

・
知

人
 

６
．

ホ
ー

ム
ヘ

ル
パ

ー
 

７
．

そ
の

他
 

（
具
体

的
に

 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

問
６
-
５

主
に
日
常
の
買
い

物
を

行
う

の
は

ど
な

た
で
す

か
。
あ
て
は
ま
る
も
の
１
つ
に
○
を

つ
け

て
く
だ
さ
い
。

 

１
．
自

分
自
身
で
店
舗

へ
行
く

 

２
．
自
分
自
身
で
ネ

ッ
ト

ス
ー

パ
ー

や
通

信
販
売

等
、

宅
配

サ
ー
ビ

ス
を

利
用

し
て
買

う
 

３
．
同
居
家
族
 

４
．
別
居
家
族
 

５
．
近
所
の
人
 

６
．
友
人
・
知
人
 

７
．
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

ー
 

８
．
そ
の
他
（
具
体

的
に

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

問
６
-
６
 
あ

な
た
が
体
調
を
崩

し
た
と

き
に

、
身

体
の
不

調
を

ど
な

た
に
相

談
し

ま
す

か
。
あ
て
は

ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
を

つ
け
て

く
だ

さ
い

。
 

１
．

配
偶
者
（
夫
又
は

妻
）

 

２
．

子
（
子
の
配
偶
者

を
含

む
）

３
．

兄
弟
姉
妹
 

４
．

親
 

５
．

そ
の
他
の
親
族
 

６
．

近
所

の
人

 

７
．

友
人

・
知

人
 

８
．

民
生

委
員

 

９
．
町

内
会

・
町

内
会

役
員

10
．

か
か

り
つ

け
医
 

1
1
．

ケ
ア

マ
ネ

ジ
ャ

ー
 

1
2
．

ホ
ー

ム
ヘ

ル
パ

ー
 

1
3
．

そ
の

他
 

（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

1
4
．

特
に

い
な

い
 
 

問
６
-
７
 
あ

な
た
が
体
調
を
崩

し
た
と

き
に

、
病

院
へ
の

付
き

添
い

を
お
願

い
す

る
人

は
ど
な

た
で

す
か
。
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
を
つ

け
て

く
だ
さ
い
。

 

１
．

配
偶
者
（
夫
又
は

妻
）

 

２
．

子
（
子
の
配
偶
者

を
含

む
）

 

３
．

兄
弟
姉
妹
 

４
．

親
 

 
 

 

５
．

そ
の

他
の

親
族

 

６
．

近
所

の
人

 

７
．

友
人

・
知

人
 

８
．

民
生

委
員

 

９
．

町
内

会
・
町

内
会

役
員

 

1
0．

そ
の

他
 

（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

1
1．

特
に

い
な
い

 

2
2 

問
６
-
８
 
あ

な
た
が
体
調
を
崩
し
た
と
き
に
、
買
い
物
を
お
願
い
す
る
人
は
ど
な
た
で
す
か
。
あ
て

は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
 

１
．

配
偶

者
（
夫
又
は
妻
）
 

２
．

子
（

子
の
配
偶
者
を
含
む
）
 

３
．

兄
弟

姉
妹
 

４
．

親
 
 
 

５
．
そ
の
他
の
親
族
 

６
．
近
所
の
人
 

７
．
友
人
・
知
人
 

８
．
民
生
委
員
 
 

９
．
町
内
会
・
町
内
会
役
員
 

1
0．

そ
の
他
 

（
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

）

1
1．

特
に
い
な
い
 

問
６
-
９

 
将

来
、
自

分
で
預

貯
金
の
出

し
入
れ
が

で
き
な
く
な

っ
た
場
合

、
頼
め
る

人
は
い
ま

す
か

。

あ
て
は
ま
る
も
の
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
 

 
１
．

い
る
 

２
．
い
な
い
 

問
６
-
1
0  
「

介
護
予
防
」
と
は
、
要
介
護
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
に
取
り
組
む
こ
と
、
ま
た
は
、
要

介
護

状
態

で
あ

っ
て

も
そ

の
悪

化
を

防
ぐ

よ
う

取
り

組
む

こ
と
を

い
い

ま
す

。
あ

な
た

が
、

介
護

予
防
の

た
め
に

利
用
し

て
い

る
も

の
に
つ

い
て
、
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○

を
つ

け
て

く
だ
さ

い
。
 

 
１
．

介
護
予
防
の
知
識
全
般
を
学
べ
る
教
室
 

 
２
．

運
動
機
能
向
上
の
た
め
の
教
室
（
膝
痛
・
腰
痛
対
策
、
転
倒
防
止
対
策
）
 

 
３
．

食
生
活
（
栄
養
等
）
の
改
善
の
た
め
の
教
室
 

 
４
．

歯
や
口
の
機
能
の
維
持
向
上
を
図
る
た
め
の
教
室
 

 
５
．

認
知
症
予
防
の
た
め
の
教
室
 

 
６
．

老
齢
期
の
う
つ
予
防
の
必
要
性
や
対
処
法
を
理
解
す
る
た
め
の
教
室
 

 
７
．

閉
じ
こ
も
り
予
防
の
た
め
の
仲
間
づ
く
り
 

 
８
．

健
康
・
介
護
の
悩
み
や
心
配
事
を
相
談
す
る
場
 

９
．

そ
の
他
（
具
体
的
に
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

）
 

1
0.
 
特

に
な
い
 

問
６
-
1
1  
あ
な
た
は
、
認
知
症
予
防
の
た
め
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。
あ
て
は
ま
る

も
の
す
べ
て
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
 

 
１

．
運

動
を
心
が
け
る
 

 
２

．
口

腔
の
手
入
れ
 

 
３

．
栄

養
の
バ
ラ
ン
ス
に
気
を
つ
け
る
 

 
４

．
人

と
の
交
流
 

５
．
趣
味
を
持
つ
 

 
６
．
そ
の
他
 

（
具
体
的
に
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

）

 
７
．
特
に
な
い
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2
3 

７
 
介
護
保
険
に
つ
い
て
 

問
７
-
１
 
介

護
保
険
料
の
段

階
は

何
段

階
で

す
か

。
あ
て
は
ま
る
も
の
１
つ
に
○

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。
 

 
対

 
 

 
 
 

 
 

象
 

 
 
 
 
 
 
者

 
保
険

料
 

（
年
額

）
 

１
 

第
１
段
階
 

生
活

保
護

を
受

給
し

て
い

る
方

､
中

国
残

留
邦

人
等

の
方

々
の

た
め

の
支

援
給

付
を

受
け

て
い

る
方

、
老

齢
福

祉
年

金
受

給
者

で
、

世
帯

全
員

が
市

町
村
民

税
非

課
税

の
方
 

2
7,
9
5
6
円

世
帯

全
員

が
市

町
村

民
税

非
課

税
で

、
本

人
の

前
年

の
公

的
年

金
収

入
金

額
と

合
計

所
得
金

額
の

合
計

が
8
0
万

円
以

下
の

方
 

２
 

第
２
段
階
 

世
帯

全
員

が
市

町
村

民
税

非
課

税
で

、
本

人
の

前
年

の
公

的
年

金
収

入
金

額
と

合
計

所
得
金

額
の

合
計

が
8
0
万

円
を

超
え

1
2
0

万
円

以
下

の
方
 

4
0,
3
8
0
円

３
 

第
３
段
階
 

世
帯

全
員

が
市

町
村

民
税

非
課

税
で

、
本

人
の

前
年

の
公

的
年

金
収

入
金

額
と

合
計

所
得
金

額
の

合
計

が
12
0
万

円
を

超
え

る

方
 

4
6,
5
9
3
円

４
 

第
４
段
階
 

世
帯

の
中

に
市

町
村

民
税

課
税

者
が

い
て

、
本

人
が

市
町

村
民

税
非

課
税

で
、

本
人

の
前

年
の

公
的

年
金

収
入

金
額

と
合

計
所

得
金

額
の

合
計

が
8
0
万

円
以

下
の

方
 

5
5,
9
1
1
円

５
 

第
５
段
階
 

世
帯

の
中

に
市

町
村

民
税

課
税

者
が

い
て

、
本

人
が

市
町

村
民

税
非

課
税

で
、

本
人

の
前

年
の

公
的

年
金

収
入

金
額

と
合

計
所

得
金

額
の

合
計

が
8
0
万

円
を

超
え

る
方

 

6
2,
1
2
3
円

６
 

第
６
段
階
 

本
人

が
市

町
村

民
税

課
税

で
、

前
年

の
合

計
所

得
金

額
が

1
2
5

万
円

未
満

の
方
 

7
1,
4
4
2
円

７
 

第
７
段
階
 

本
人

が
市

町
村

民
税

課
税

で
、

前
年

の
合

計
所

得
金

額
が

1
2
5

万
円

以
上

2
0
0
万
円

未
満
の

方
 

7
7,
6
5
4
円

８
 

第
８
段
階
 

本
人

が
市

町
村

民
税

課
税

で
、

前
年

の
合

計
所

得
金

額
が

2
0
0

万
円

以
上

3
5
0
万
円

未
満
の

方
 

9
3,
1
8
5
円

９
 

第
９
段
階
 

本
人

が
市

町
村

民
税

課
税

で
、

前
年

の
合

計
所

得
金

額
が

3
5
0

万
円

以
上

5
0
0
万
円

未
満
の

方
 

1
0
8,
7
1
6
円

1
0
 

第
1
0
段
階
 

本
人

が
市

町
村

民
税

課
税

で
、

前
年

の
合

計
所

得
金

額
が

5
0
0

万
円

以
上

の
方
 

1
2
4,
2
4
6
円

1
1
 

わ
か

ら
な
い
 

あ
て
は
ま
る
番
号
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い

本
年
６
月
以
降
に
被
保
険
者
の
皆
様
あ
て
に
お
送
り
し
た
、「
平
成
2
8
年
度
介
護
保
険
料
納
入
通
知
書
（
ま

た
は
介
護
保
険
料
特
別
徴
収
決
定
通
知
書
）
」
の
２
枚
目
に
介
護
保
険
料
の
段
階
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
（
下

表
参
照
）。

2
4 

問
７
-
２
 
あ

な
た
は
、
現
在
支
払
っ
て
い
る
介
護
保
険
料
に
つ
い
て
、
ど
う
思
い
ま
す
か
。
あ
て
は

ま
る
も
の
１
つ
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
 

１
．

特
に

負
担
と
は
思
わ
な
い
 

２
．

こ
れ

く
ら
い
の
負
担
は
や
む
を
え
な
い
と
思
う
 

３
．

負
担

で
は
あ
る
が
、
な
ん
と
か
や
り
く
り
し
て
い
る
 

４
．

現
在

の
負
担
は
苦
し
く
、
や
り
く
り
が
む
ず
か
し
い
 

５
．

そ
の

他
（
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
）
 

６
．

わ
か

ら
な
い
 

問
７
-
３
 
あ
な
た
は
、
今
後
の
介
護
保
険
料
の
負
担
は
ど
う
あ
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
か
。
あ
て
は

ま
る
も
の
１
つ
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
 

※
介
護
保
険
料
は
、
所
得
に
応
じ
た
金
額
設
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
（
23
ペ
ー
ジ
参
照
）
 

１
．

所
得

の
高
い
人
と
低
い
人
と
は
、
現
状
ぐ
ら
い
の
バ
ラ
ン
ス
で
負
担
し
合
う
 

２
．
所

得
の
高
い
人
の
負
担
を
増
や
し
、
所
得
の
低
い
人
の
負
担
を
減
ら
す

( 累
進
性
を
強
め
る

)
３

．
所

得
の
高
い
人
の
負
担
を
減
ら
し
、
所
得
の
低
い
人
の
負
担
を
増
や
す

( 累
進
性
を
弱
め
る

)
４

．
そ

の
他

（
具

体
的

に
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）

５
．

わ
か

ら
な

い
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2
5 

問
７
-
４
 
介
護
保
険
で
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
、
介
護
保
険
料
が
上
が
り
ま
す

が
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
と
保
険
料
の
関
係
に
つ
い
て
、
あ
な
た
は
ど
の
よ
う
に
考
え
ま
す
か
。

あ
て
は
ま
る
も
の
１
つ
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
 

１
．
介
護
保
険
料
は
今
よ
り
高
く
な
っ
て
も
良
い
の
で
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
積
極
的
に
増
や
す

べ
き
で
あ
る
 

２
．
介
護
保
険
料
は
現
状
程
度
と
し
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
量
も
現
状
程
度
を
維
持
す
べ
き
で
あ
る

３
．
介
護
保
険
料
を
安
く
す
る
た
め
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
量
を
減
ら
し
て
も
構
わ
な
い
 

４
．
そ
の
他
（
具
体
的
に
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

５
．
わ
か
ら
な
い
 

８
 
経
済
生
活
に
つ
い
て

問
８
-
１
 
あ
な
た
の
現
在
の
暮
ら
し
は
、
経
済
的
に
ゆ
と
り
は
あ
り
ま
す
か
。
あ
て
は
ま
る
も
の
１

つ
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
 

 
１
．
大
変
ゆ
と
り
が
あ
る
 
 
 
３
．
普
通
 
 
 
 
 
 
５
．
大
変
苦
し
い
 

 
２
．
や
や
ゆ
と
り
が
あ
る
 
 
 
４
．
や
や
苦
し
い
 
 
 
 

問
８
-
２
 
生
活
費
に
充
て
て
い
る
収
入
な
ど
は
何
で
す
か
。
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
を
つ
け

て
く
だ
さ
い
。
 

 
１
．
働
い
て
得
た
収
入
 

２
．
国
民
年
金
 

３
．
厚
生
年
金
（
旧
共
済
年
金
を
含
む
）

４
．
老
齢
福
祉
年
金
、
恩
給
 

 
５
．
私
的
年
金
、
保
険
金
収
入
 

６
．
利
子
・
配
当
金
な
ど
の
収
入
 

７
．
家
賃
・
地
代
な
ど
の
収
入
 

８
．
貯
蓄
の
切
り
く
ず
し
 

９
．
子
な
ど
か
ら
の
援
助
・
仕
送
り
 

1
0．
生
活
保
護
 

1
1．
そ
の
他
（
具
体
的
に
 
 
  
 
 
  
 
 
 
 
 
）

1
2．
わ
か
ら
な
い
 

こ
こ
か
ら
は
全
て
の
方
が
お
答
え
く
だ
さ
い
。
 

2
6 

問
８
-
３
 
収
入
に
つ
い
て
う
か
が
い
ま
す
。
 

(
1
)
 あ
な
た
個
人
の
平
成
2
7
年
１
年
間
の
収
入
（
税
込
み
）
は
い
く
ら
で
す
か
。
あ
て
は
ま
る
も

の
１
つ
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
 

 
１
．
5
0
万
円
未
満
 
  
 
 
 
  
 
 
５
．
3
00
～
4
00
万
円
未
満
 

９
．
7
0
0
～
1
,
0
00
万
円
未
満

 
２
．
5
0
～
1
0
0
万
円
未
満
 
  
 
 
６
．
4
00
～
5
00
万
円
未
満
 

1
0
．
1
,
0
00
万
円
以
上
 

 
３
．
1
0
0～
2
0
0
万
円
未
満
  
 
 
７
．
5
00
～
6
00
万
円
未
満
 

1
1
．
わ
か
ら
な
い
 

 
４
．
2
0
0～
3
0
0
万
円
未
満
  
 
 
８
．
6
00
～
7
00
万
円
未
満
 

(
2
)
 
あ
な
た
の
世
帯
全
体
の
平
成
2
7
年
１
年
間
の
収
入
（
税
込
み
）
は
い
く
ら
で
す
か
。
あ
て
は

ま
る
も
の
１
つ
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
 

 
１
．
5
0
万
円
未
満
 
  
 
 
 
  
 
 
５
．
3
00
～
4
00
万
円
未
満
 

９
．
7
0
0
～
1
,
0
00
万
円
未
満

 
２
．
5
0
～
1
0
0
万
円
未
満
 
  
 
 
６
．
4
00
～
5
00
万
円
未
満
 

1
0
．
1
,
0
00
万
円
以
上
 

 
３
．
1
0
0～
2
0
0
万
円
未
満
  
 
 
７
．
5
00
～
6
00
万
円
未
満
 

1
1
．
わ
か
ら
な
い
 

 
４
．
2
0
0～
3
0
0
万
円
未
満
  
 
 
８
．
6
00
～
7
00
万
円
未
満
 

問
８
-
４
 
あ
な
た
の
世
帯
全
体
の
１
ヵ
月
あ
た
り
の
生
活
費
（
家
賃
や
食
費
、
日
用
品
費
な
ど
、
１

ヵ
月
生
活
す
る
た
め
に
必
要
な
お
金
）
は
ど
の
く
ら
い
で
す
か
。
あ
て
は
ま
る
も
の
１
つ
に

○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
 

 
１
．
５
万
円
未
満
 

５
．
2
0
～
2
5
万
円
未
満
 

９
．
4
0
～
5
0
万
円
未
満
 

 
２
．
５
～
1
0
万
円
未
満
 

６
．
2
5～
3
0
万
円
未
満
 

1
0．
5
0
万
円
以
上
 

 
３
．
1
0
～
1
5
万
円
未
満
 

７
．
3
0～
3
5
万
円
未
満
 

1
1．
わ
か
ら
な
い
 

 
４
．
1
5
～
2
0
万
円
未
満
 

８
．
3
5～
4
0
万
円
未
満
 
 

問
８
-
５
 
あ
な
た
の
世
帯
全
体
の
貯
蓄
の
合
計
額
は
お
よ
そ
い
く
ら
で
す
か
。
あ
て
は
ま
る
も
の
１
つ

に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

１
．
1
0
0
万
円
未
満
 

２
．
1
0
0
万
円
以
上
20
0
万
円
未
満
 

３
．
2
0
0
万
円
以
上
30
0
万
円
未
満
 

４
．
3
0
0
万
円
以
上
40
0
万
円
未
満
 

５
．
4
0
0
万
円
以
上
50
0
万
円
未
満
 

６
．
5
0
0
万
円
以
上
70
0
万
円
未
満
 

７
．
7
0
0
万
円
以
上
1,
0
0
0
万
円
未
満
 

８
．
1
,
00
0
万
円
以
上
1
,
50
0
万
円
未
満
 

９
．
1
,
50
0
万
円
以
上
2
,
00
0
万
円
未
満
 

1
0
．
2
,
00
0
万
円
以
上
3
,
00
0
万
円
未
満
 

1
1
．
3
,
00
0
万
円
以
上
 

1
2
. 
わ
か
ら
な
い
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2
7 

９
 
自
由
記
載
 

問
９
 
札
幌
市
の
こ
れ
か
ら
の
保
健
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
介
護
保
険
制
度
な
ど
の
高
齢
者
施
策
全
般

に
つ
い
て
ご
要
望
、
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
自
由
に
お
書
き
く
だ
さ
い
。
 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

調
査
票
は
同
封
の
返
信
用
封
筒
に
入
れ
、
切
手
を
貼
ら
ず
に
 

１
１
月
２
５
日
（
金
）
ま
で
に
投
函
し
て
く
だ
さ
い
 

- 628 -



高齢社会に関する意識調査  

報 告 書

平成 29年（2017年）3月発行
発行：札幌市

編集：札幌市保健福祉局高齢保健福祉部介護保険課

   〒060-8611 札幌市中央区北 1条西 2丁目
Tel（011）211‐2547 Fax（011）218‐5117 
E-mail：kaigo@city.sapporo.jp 

市政等資料番号 01-F03-17-587


